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詞林　第63号　2018年6月

一
．
は
じ
め
に

　

本
論
は
、
中
古
和
文
物
語
作
品
に
お
け
る
接
続
語（

（
（

「
カ
ク
テ
」
と
「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
意
味
、
用
法
の
差
異
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
こ
の
二
形
式
に
つ
い
て
は
等
質
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が

多
く（

（
（

、
そ
の
差
異
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
本
論
で
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
、
中
古
和
文
物

語
作
品
に
お
け
る
使
用
を
調
査
し
、
そ
の
意
味
、
用
法
に
注
目
し
て
そ

の
差
異
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

今
回
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
で
表
さ
れ
る
、
物
語
の
話
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
と
時
間
の
か
か

わ
ら
せ
方
が
異
な
る
。「
カ
ク
テ
」
は
物
語
の
話
を
日
付
の
よ
う
な
客

観
的
な
時
間
の
情
報
と
共
に
区
切
り
、
整
理
し
て
時
間
の
流
れ
と
継
起

的
に
述
べ
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
。
一
方
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
、
物

語
の
話
を
時
間
の
流
れ
の
中
で
重
複
的
に
述
べ
た
り
、「
カ
カ
ル
ホ
ド

ニ
」
で
数
年
に
も
渡
る
よ
う
な
長
時
間
の
時
間
の
経
過
を
表
す
な
ど
、

物
語
の
話
を
時
間
の
流
れ
の
中
で
経
過
的
に
述
べ
て
い
く
と
き
に
用
い

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
接
続
語
は
物
語
の
話
を
時
間
の
情
報

と
共
に
述
べ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
接
続
語
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る

が
、
物
語
の
話
と
時
間
の
情
報
と
の
か
か
わ
ら
せ
方
に
差
異
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

二
．
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
よ
う
な
指
示
詞
由
来
の
接
続

語
に
つ
い
て
の
関
心
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い

て
三
苫
（
一
九
七
三
）
は
「
作
者
の
一
種
の
筆
癖
」（
三
九
頁
）
と
考
え
、

高
橋
（
一
九
八
五
）
は
「
カ
ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
ほ
か
の

カ
系
接
続
語（「
カ
カ
レ
バ
」、「
カ
カ
レ
ド
」な
ど
）と
サ
系
接
続
語（「
サ

テ
」、「
サ
ル
ホ
ド
ニ
」、「
サ
レ
バ
」、「
サ
レ
ド
」
な
ど
」）
の
機
能
に

つ
い
て
、
指
示
内
容
の
具
体
性
と
抽
象
性
（
一
四
頁
）
と
い
う
観
点
で

整
理
し
、
説
明
を
行
っ
た
。
特
に
「
カ
ク
テ
」
に
つ
い
て
は
中
野
（
一

九
八
一
）
が
『
栄
花
物
語
』
中
の
「
カ
ク
テ
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
使

中
古
和
文
物
語
作
品
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

に
つ
い
て

百
瀬�

み
の
り
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用
に
つ
い
て
「
連
続
的
に
綴
ろ
う
と
す
る
（
略
）
意
識
の
表
わ
れ
」（
三

三
一
頁
）
と
し
、
渡
瀬
（
一
九
八
一
）
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
カ
ク
テ
」

の
役
割
に
つ
い
て
、「
違
っ
た
話
題
の
記
事
へ
の
転
換
と
、
質
の
異
る

叙
述
へ
の
転
換
」（
一
七
頁（

（
（

）
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
カ
ク
テ
」
と
物
語
展
開
と
の
か
か
わ
り
を
具

体
的
に
示
し
た
も
の
に
糸
井
（
一
九
八
七
）
西
田
（
一
九
九
九
、
二
〇

一
〇
）
が
あ
る（

（
（

。
糸
井
（
同
）
は
中
古
の
和
文
物
語
、
日
記
、
随
筆
を

資
料
と
し
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
カ
ク
テ
」
を
「
サ
テ
」
と
比

較
し
て「
歌
の
直
前
に
用
い
ら
れ
も
す
る「
さ
て
」と
は
対
照
的
に
、「
か

く
て
」
が
歌
の
後
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。」（
同
八

七
頁
）
と
述
べ
、
和
歌
と
の
位
置
関
係
か
ら
「
カ
ク
テ
」
を
考
え
る
。

ま
た
西
田
（
一
九
九
九
）
は
『
源
氏
物
語
』
中
の
「
カ
ク
テ
」
に
着
目

し
、『
源
氏
物
語
』
の
「
葵
」、「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、「
若
菜
下
」

の
巻
に
お
い
て
「「
か
く
て
」
は
、
巻
の
大
段
落
を
区
画
す
る
徴
標
と

し
て
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。」（
同
八
七
頁
）、

「
こ
れ
ら
の
巻
で
「
か
く
て
」
以
下
が
導
く
の
は
、
か
な
り
大
き
な
公

の
で
き
事
と
い
う
共
通
す
る
傾
向
が
あ
る
。」（
同
九
七
頁
）
と
指
摘
し
、

次
い
で
西
田
（
二
〇
一
〇
）
で
、「「
か
く
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
（
論

者
注
：「
少
女
」、「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、「
若
菜
下
」
の
巻
）
に
お

い
て
、
結
節
点
と
も
な
る
重
要
な
で
き
ご
と
の
は
じ
ま
り
を
示
す
文
」

を
導
く
（
同
一
一
〇
頁
）
と
し
、「
カ
ク
テ
」
を
、
そ
の
後
で
重
要
な

公
の
で
き
事
を
述
べ
る
部
分
に
置
か
れ
る
、
物
語
の
文
脈
の
段
落
を
区

画
す
る
徴
標
と
考
え
た
。

　

糸
井
、
西
田
は
「
カ
ク
テ
」
が
物
語
の
文
脈
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機

能
す
る
か
に
つ
い
て
示
し
た
と
い
う
点
で
、「
カ
ク
テ
」
に
つ
い
て
の

考
察
を
彼
ら
以
前
の
研
究
か
ら
一
歩
進
め
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

糸
井
、
西
田
共
に
、
な
ぜ
「
カ
ク
テ
」
が
「
歌
の
後
に
用
い
ら
れ
て
い

る
」
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
「
カ
ク
テ
」
が
「
巻
の
大
段
落
を
区
画
す
る

徴
標
」
と
し
て
機
能
し
、「
カ
ク
テ
」
の
後
で
「
か
な
り
大
き
な
公
の

で
き
事
」
が
述
べ
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

論
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
両
氏
の
指
摘
に
合
わ
な
い
「
カ
ク
テ
」
の
例

も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
説
明
も
必
要
で
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
糸
井
（
同
）
と
西
田
（
同
1
、
同
2
）
を
踏
ま
え
、

中
古
和
文
物
語
作
品
中
の
「
カ
ク
テ
」
と
、「
カ
ク
テ
」
と
同
じ
指
示

副
詞
「
カ
ク
（
カ
カ
）」
を
そ
の
構
成
要
素
に
有
し
、
文
な
ど
の
関
係

付
け
を
行
う
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
出
現
状
況
を
ま
ず
示
し
、
そ
の
上

で
二
語
の
用
法
の
差
異
に
つ
い
て
、
両
氏
が
述
べ
た
、
歌
物
語
に
お
け

る
「
カ
ク
テ
」
と
歌
と
の
位
置
関
係
や
、『
源
氏
物
語
』
中
の
諸
巻
に

お
け
る
「
カ
ク
テ
」
の
機
能
に
つ
い
て
確
認
し
つ
つ
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
、
本
論
で
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
つ
い
て
、

論
中
で
も
述
べ
た
よ
う
に
語
構
成
上
の
共
通
部
分
（
指
示
副
詞
「
カ
ク

（
カ
カ
）」）
が
あ
り
、
文
な
ど
の
関
係
付
け
を
行
う
と
い
う
文
中
で
の

機
能
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
形
式
の
差
異
を
見
る
こ
と
が
そ

れ
ぞ
れ
の
語
に
つ
い
て
の
考
察
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
両
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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三
．
中
古
和
文
物
語
作
品
中
の「
カ
ク
テ
」と「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

三
．
一
．�

各
作
品
に
お
け
る「
カ
ク
テ
」と「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

三
．
一
．
一
．�「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
分

類
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
中
古
和
文
物
語
作
品
に
見
ら
れ
る
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル

ホ
ド
ニ
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
示
す（

（
（

。
用
例
数
は
地
の
文

と
非
地
の
文
に
分
け
て
示
す
。
非
地
の
文
と
は
、
地
の
文
以
外
の
対
話

文
、
心
内
話
文
、
消
息
文
、
歌
の
文
を
指
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
用

例
の
検
索
に
は
国
立
国
語
研
究
所
（
２
０
１
８
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー

パ
ス（

（
（

』
と
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
Ｌ
ｉ
ｂ（

（
（

を
用
い
、
そ
の
後
小
学
館
刊
行

の
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
で
確
認
し
た
例
を
考
察
の
対
象
と
し

た
。
用
例
末
の
頁
数
は
同
全
集
の
も
の
で
あ
る
。
用
例
に
付
し
た
傍
線

は
論
者
に
よ
る
。

　

初
め
に
確
認
で
き
た
全
用
例
を
先
行
研
究
西
田
（
同
1
）
に
一
部
倣

い
、
構
文
的
な
条
件
の
違
い
を
考
慮
し
て
Ⅰ
型
か
ら
Ⅳ
型
に
分
類
し
て

示
す
。

【
Ⅰ
型
】

　
「
カ
ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
文
中
に
置
か
れ
て
お
り
、
両

語
の
直
後
に
述
語
用
言
が
後
接
す
る
型
。

（
1
）〔
カ
ク
テ
〕

男
は
、
さ
し
も
思
さ
ぬ
こ
と
を
だ
に
、
情
の
た
め
に
は
よ
く
言
ひ
つ
づ

け
た
ま
ふ
べ
か
め
れ
ば
、
ま
し
て
お
し
な
べ
て
の
列
に
は
思
ひ
き
こ
え

た
ま
は
ざ
り
し
御
仲
の
、
か
く
て
背
き
た
ま
ひ
な
ん
と
す
る
を
、
口
惜

し
う
も
い
と
ほ
し
う
も
思
し
な
や
む
べ
し
。（『
源
氏
物
語
』
賢
木
、
九

〇
頁
）

（
2
）〔
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
〕

皇
子
は
、
か
く
て
も
い
と
御
覧
ぜ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
か
か
る
ほ
ど
に
さ

ぶ
ら
ひ
た
ま
ふ
例
な
き
こ
と
な
れ
ば
、ま
か
で
た
ま
ひ
な
む
と
す
。（『
源

氏
物
語
』
桐
壺
、
二
四
頁
）

【
Ⅱ
型
】

　
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
文
中
に
置
か
れ
て
お
り
、
両

語
の
後
に
一
語
以
上
の
語
が
置
か
れ
、
そ
の
後
に
述
語
用
言
が
後
接
す

る
型
。

（
3
）〔
カ
ク
テ
〕

大
将
に
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、「
い
と
よ
う
仰
せ
ら
れ
た
り
。
こ
こ
に
か

く
て
わ
が
御
ま
ま
に
て
お
は
し
ま
す
。
仲
忠
侍
り
。」（『
う
つ
ほ
物
語
』

楼
の
上　

上
、
四
三
七
頁
）

（
4
）〔
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
〕

該
当
例
な
し
。
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【
Ⅲ
型
】

　
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
文
頭
に
置
か
れ
、
両
語
の
後

に
［
主
語
（
句
）＋
述
語
（
句
）］
の
構
造
を
も
つ
節
が
認
め
ら
れ
、
な

お
か
つ
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
承
前
性
が
あ
り
、
作
品

本
文
中
の
両
語
で
導
か
れ
る
文
よ
り
も
前
部
の
文
中
に
「
カ
ク
テ
」
と

「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
表
さ
れ
て
い
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
型
。

（
5
）〔
カ
ク
テ
〕

た
け
と
り
の
翁
、
竹
を
取
る
に
、
こ
の
子
を
見
つ
け
て
後
に
竹
取
る
に
、

節
を
へ
だ
て
て
、
よ
ご
と
に
、
黄
金
あ
る
竹
を
見
つ
く
る
こ
と
か
さ
な

り
ぬ
。
か
く
て
、
翁
や
う
や
う
ゆ
た
か
に
な
り
ゆ
く
。（『
竹
取
物
語
』、

一
八
頁
）

（
6
）〔
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
〕

「
か
か
る
君
に
仕
う
ま
つ
ら
で
、
宿
世
つ
た
な
く
、
悲
し
き
こ
と
、
こ

の
男
に
ほ
だ
さ
れ
て
」
と
て
な
む
泣
き
け
る
。
か
か
る
ほ
ど
に
、
帝
聞

し
め
し
つ
け
て
、
こ
の
男
を
ば
流
し
つ
か
は
し
て
け
れ
ば
、」（『
伊
勢

物
語
』
六
五
段
、
一
六
九
頁
）

【
Ⅳ
型
】

　
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
文
頭
に
置
か
れ
、
両
語
の
後

に
［
主
語
（
句
）＋
述
語
（
句
）］
の
構
造
を
も
つ
節
が
認
め
ら
れ
、
さ

ら
に
、「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
承
前
性
が
な
く
、
作
品

本
文
中
の
両
語
で
導
か
れ
る
文
よ
り
も
前
部
の
文
中
に
「
カ
ク
テ
」
と

「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
表
さ
れ
て
い
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
型
。

（
7
）〔
カ
ク
テ
〕（
こ
の
例
は
「
カ
ク
テ
」
の
後
の
主
語
（
句
）
が
省

略
さ
れ
て
い
る
例
。）

築
地
よ
り
は
じ
め
て
、
新
し
く
つ
き
ま
は
し
て
、
古
き
一
つ
ま
じ
ら
ず
、

こ
れ
を
大
事
に
て
つ
く
ら
せ
た
ま
ふ
。
か
く
て
「
今
年
の
賀
茂
祭
い
と

を
か
し
か
ら
む
」
と
言
へ
ば
、
衛
門
督
の
殿
、「
さ
う
ざ
う
し
き
に
、

御
達
に
物
見
せ
む
」
と
て
、（『
落
窪
物
語
』
巻
之
二
、
二
〇
二
頁
）《「
つ

く
ら
せ
た
ま
ふ
」
ま
で
の
文
と
「
か
く
て
、「
今
年
の
」」
以
降
の
文
に

承
接
関
係
は
な
い
。》

（
8
）〔
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
〕

さ
な
が
ら
習
ひ
取
り
な
ど
し
て
経
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
二
十
一
な
り
。
御

妻
な
し
、
よ
き
人
の
娘
ど
も
奉
れ
ど
も
、
思
ふ
心
あ
り
て
得
た
ま
は
ず
。

か
か
る
ほ
ど
に
、
右
近
将
監
清
原
松
方
、
琴
の
師
、
つ
か
さ
の
少
将
仲

頼
に
、
陣
に
て
い
ふ
ほ
ど
に
、（『
う
つ
ほ
物
語
』
吹
上　

上
、
三
八
一

頁
）《「
得
た
ま
は
ず
」
ま
で
の
文
と
「
か
か
る
ほ
ど
に
、
右
近
将
監
清

原
松
方
、」
以
降
の
文
に
承
接
関
係
は
な
い
。》

三
．
一
．
二
．
各
型
の
用
例
の
扱
い
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
前
項
三
．
一
．
一
．
で
示
し
た
四
つ
の
型
に
分
類
し
た
用
例

数
を
（
表
1
）
～
（
表
3
）
に
示
す
。
表
で
は
（　

）
外
に
用
例
の
合

計
の
実
数
を
示
し
、（　

）
内
に
そ
の
内
訳
を
（
地
の
文
の
用
例
数
、

非
地
の
文
の
用
例
数
）
と
し
て
挙
げ
る
。
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カクテ
（
表
１
）「
カ
ク
テ
」
の
型
別
用
例
数（

（
（

和文作品名 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 カクテ合計

『竹取物語』 0（0，0） 0（0，0） 2（2，0） 0（0，0） 2（2，0）

『伊勢物語』 0（0，0） 0（0，0） 2（2，0） 0（0，0） 2（2，0）

『土佐日記』 0（0，0） 0（0，0） 7（7，0） 0（0，0） 7（7，0）

『大和物語』 5（2，3） 0（0，0） 35（35，0） 0（0，0） 40（37，3）

『平中物語』 1（0，1） 0（0，0） 4（4，0） 0（0，0） 5（4，1）

『落窪物語』 14（1，13＊） 2（0，2） 14（14＊，0） 1（1，0） 31（16，15）

『うつほ物語』67（8，59＊） 6（0，6＊） 401（400＊，1） 53（53＊，0） 527（461，66）

『源氏物語』 94（19，75＊） 11（1，10） 20（20＊，0） 2（2，0） 127（42，85）

型別用例合計 181（30，151） 19（1，18） 485（484，1） 56（56，0） 741（571，170）

カカルホドニ
（
表
２
）「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
型
別
用
例
数

和文作品名 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 カカルホドニ合計

『竹取物語』 0（0，0） 0（0，0） 3（3，0） 0（0，0） 3（3，0）

『伊勢物語』 0（0，0） 0（0，0） 1（1，0） 0（0，0） 1（1，0）

『土佐日記』 0（0，0） 0（0，0） 0（0，0） 0（0，0） 0（0，0）

『大和物語』 0（0，0） 0（0，0） 2（2，0） 0（0，0） 2（2，0）

『平中物語』 0（0，0） 0（0，0） 2（2，0） 0（0，0） 2（2，0）

『落窪物語』 0（0，0） 0（0，0） 2（2，0） 4（4，0） 6（6，0）

『うつほ物語』0（0，0） 0（0，0） 94（94，0） 1（1，0） 95（95，0）

『源氏物語』 1（1，0） 0（0，0） 4（4，0） 0（0，0） 5（5，0）

型別用例合計 1（1，0） 0（0，0） 108（108，0）5（5，0） 114（114，0）
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カクテ合計 カカルホドニ合計 総合計
（
表
３
）「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
総
合
計
数

和文作品名

『竹取物語』 2（2，0） 3（3，0） 5（5，0）

『伊勢物語』 2（2，0） 1（1，0） 3（3，0）

『土佐日記』 7（7，0） 0（0，0） 7（7，0）

『大和物語』 40（37，3） 2（2，0） 42（39，3）

『平中物語』 5（4，1） 2（2，0） 7（6，1）

『落窪物語』 31（16，15） 6（6，0） 37（22，15）

『うつほ物語』 527（461，66） 95（95，0） 622（556，66）

『源氏物語』 127（42，85） 5（5，0） 132（47，85）

型別用例合計 741（571，170） 114（114，0） 855（685，170）

※ １　「カクテ」、「カカルホドニ」の用例には「カクテナム」、「カカルホドニハ」
などの、助詞の付いた形は含めない。

※ ２　【Ⅲ型】には「カクテ」と「カカルホドニ」の後の主語（句）が省略されてい
る例も含む。

　　　（例）朝には狩にいだしたててやり、夕さりはかへりつつ、そこに来させけり。
かくてねむごろにいたつきけり。

　　　（『伊勢物語』六九段（172頁））→【Ⅲ型】に分類する。
※ ３　頭注の注記などから、他本に「カクテ」の例として確認できないものは数値

に含めない。
　　　（具体的には「かくて侍るを。」（『うつほ物語』蔵開下（604頁）：「かくて」→

底本「信つゝ」〈同頁頭注〉）と、「限りと見えながらも、かくて生きたるわ
ざなりけり」（『源氏物語』手習（293頁）：「かくて」→「「かくても」とする
本もある。」〈同頁頭注〉の２例。

※ ４　『うつほ物語』の例にはいわゆる「絵詞」の部分の文は含めない。
※ ５　＊は、「カクテ」の音便形「カウテ」も含む。「カウテ」のみの例は、
　　　『うつほ物語』（Ⅰ型　7（0，7）Ⅱ型　1（0，1）Ⅲ型　7（7，0）Ⅳ型　3（3，0），
　　　『落窪物語』（Ⅰ型　1（0，1）Ⅱ型　0（0，0）Ⅲ型　1（1，0）Ⅳ型　0（0，0），
　　　『源氏物語』（Ⅰ型　4（0，4）Ⅱ型　0（0，0）Ⅲ型　1（1，0）Ⅳ型　0（0，0））で

ある。
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こ
こ
で
、【
Ⅰ
型
】
か
ら
【
Ⅳ
型
】
の
各
分
類
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
く
。
前
項
三
．
一
．
一
．
で
述
べ
た
よ
う
に
、【
Ⅰ
型
】
及
び
【
Ⅱ
型
】

に
分
類
さ
れ
る
〈「
カ
ク
テ
」・「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」〉
と
〈
述
語
用
言
〉

の
関
係
は
、〈
修
飾
語
〉
と
〈
被
修
飾
語
〉
の
関
係
で
あ
り
、【
Ⅲ
型
】

及
び
【
Ⅳ
型
】
に
分
類
さ
れ
る
〈「
カ
ク
テ
」・「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の

前
部
に
置
か
れ
て
い
る
文
〉
と
〈「
カ
ク
テ
」・「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で

導
か
れ
る
文
〉
の
関
係
は
、
接
続
後
の
〈
前
部
〉
と
〈
後
部
〉
の
関
係

で
あ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
（
表
1
）、（
表
2
）
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
作
品

で
も
「
カ
ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
共
に
【
Ⅲ
型
】
の
方
が
【
Ⅳ
型
】

よ
り
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
論
で
用
例
採
集
資
料
と
し
た
中
古

和
文
物
語
作
品
本
文
中
で
は
、【
Ⅲ
型
】
の
よ
う
な
「
カ
ク
テ
」
や
「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
承
前
性
が
あ
る
形
で
接
続
を
行
う
接
続
語
の
方
が
、

【
Ⅳ
型
】
の
よ
う
な
、「
カ
ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
承
前
性
が

な
く
、
機
能
と
し
て
そ
の
前
後
文
の
接
続
の
関
係
付
け
を
表
す
形
で
接

続
を
行
う
接
続
語
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
い
ま
だ
中
古
期
に
は
、「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
「
カ

ク
―
」、「
カ
カ
―
」
で
表
さ
れ
る
指
示
詞
と
し
て
の
意
味
を
保
持
し
た

ま
ま
接
続
語
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
本
論
は
接
続
語
と
し
て
機
能
す
る
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
意
味
、
用
法
の
差
異
を
考
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る

の
で
、（
表
1
）、（
表
2
）
の
【
Ⅲ
型
】、【
Ⅳ
型
】
に
分
類
さ
れ
た
地

の
文
の
用
例
を
考
察
対
象
と
す
る
。
そ
れ
に
あ
た
り
、
先
行
研
究
の
糸

井
（
同
）
は
歌
物
語
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」
に
、
西
田
（
同
1
、
同

2
）
は　
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」
に
着
眼
し
て
論
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
も
、
ま
ず
そ
れ
ら
に
注
目
し
、
そ
の
後
に
「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

三
．
二
．
歌
物
語
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」

　

糸
井
（
同
）
は
『
大
和
物
語
』
中
の
「
カ
ク
テ
」
に
注
目
し
、「
歌

の
直
前
に
用
い
ら
れ
も
す
る
「
さ
て
」
と
は
対
照
的
に
、「
か
く
て
」

が
歌
の
後
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。」（
同
・
八
七
頁
）

と
述
べ
る
。
ま
ず
、
こ
の
「
カ
ク
テ
」
と
歌
と
の
位
置
関
係
を
確
認
す

る
。
今
、『
伊
勢
物
語
』、「
大
和
物
語
」、『
平
中
物
語
』
中
の
全
「
カ

ク
テ
」
の
用
例
と
、
歌
と
の
位
置
関
係
を
（
表
4
）
で
示
す
。

　

※�

一　

表
中
の
数
値
は
そ
こ
に
分
類
さ
れ
る
用
例
数
を
表
す
。

　

※�

二　

歌
の
前
後
位
置
の
判
断
は
、「
カ
ク
テ
」
で
導
か
れ
る
文
を

含
め
そ
の
前
後
の
二
文
以
内
に
歌
が
置
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

判
断
基
準
と
し
た
。

　
　
（
例
ア
）
ま
た
、【
歌
―
省
略
】
な
ど
い
ひ
け
り
。
か
く
て
来
た
り

け
る
を
、「
い
ま
は
か
へ
り
ね
」
と
や
ら
ひ
け
れ
ば
、【
歌
―
省
略
】

返
し
、
を
か
し
か
り
け
れ
ど
、
え
聞
か
ず
。（『
大
和
物
語
』
六
五

段
）
→
歌
の
前
後
の
「
カ
ク
テ
」
の
例
と
す
る
。

　
　
（
例
イ
）
返
し
、【
歌
―
省
略
】
か
く
て
、
ま
こ
と
に
、
こ
の
男
、

も
の
へ
い
な
む
と
思
ひ
た
る
気
色
を
見
て
、（
略
）
せ
ち
に
の
た
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ま
ふ
。
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
な
が
ら
ふ
る
に
、

（
略
）
い
ひ
や
る
。（『
平
中
物
語
』
一
段

→
歌
の
後
の
「
カ
ク
テ
」
の
例
と
す
る
。

　
（
表
4
）
よ
り
、
用
例
の
数
値
を
比
較
す
る
と
、

糸
井（
同
）が
述
べ
た
歌
の
後
に
置
か
れ
た「
カ

ク
テ
」
よ
り
も
、
歌
の
前
後
に
位
置
し
た
り
、

歌
と
は
関
係
な
く
地
の
文
中
に
見
ら
れ
る
「
カ

ク
テ
」
の
方
が
多
い
。
そ
れ
ら
を
挙
げ
て
み
る
。

［
歌
の
前
後
の
「
カ
ク
テ
」〈（
表
4
）
中
「
歌

の
前
後
」
に
分
類
さ
れ
た
例
〉］

（
9
）
む
か
し
、
男
、
京
を
い
か
が
思
ひ
け
む
、

東
山
に
す
ま
む
と
思
ひ
入
り
て
、【
歌
―
省
略
】

か
く
て
、
も
の
い
た
く
病
み
て
、
死
に
入
り
た

り
け
れ
ば
、
お
も
て
に
水
そ
そ
き
な
ど
し
て
、

い
き
い
で
て
、【
歌
―
省
略
】
と
な
む
い
ひ
て
、

い
き
い
で
た
り
け
る
。（『
伊
勢
物
語
』
五
九
段
、

一
六
一
頁
）

（
10
）
ま
た
、
箕
輪
の
里
と
い
ふ
駅
に
て
、【
歌

―
省
略
】
と
よ
み
て
書
き
つ
け
た
り
け
る
。
か

く
て
、
人
の
国
歩
き
あ
り
き
て
、
甲
斐
の
国
に

い
た
り
て
す
み
け
る
ほ
ど
に
、
病
し
て
死
ぬ
と

て
よ
み
た
り
け
る
。【
歌
―
省
略
】
と
よ
み
て

な
む
死
に
け
る
。（『
大
和
物
語
』
一
四
四
段
、
三
六
四
頁
）

（
11
）
返
し
、【
歌
―
省
略
】
か
く
て
あ
り
わ
た
る
に
、
逍
遥
せ
ま
ほ
し

か
り
け
れ
ば
、
難
波
の
方
へ
ぞ
い
き
け
る
。「
そ
の
ほ
ど
、
た
ひ
ら
か

に
も
の
し
た
ま
へ
。
こ
れ
は
、
但
馬
の
国
よ
り
持
て
来
た
る
た
に
も
か

く
と
い
ふ
も
の
を
や
る
」
と
て
、【
歌
・
上
の
句
―
省
略
】
と
い
ひ
た

れ
ば
、（『
平
中
物
語
』
九
段
、
四
七
二
頁
）

［
前
後
に
歌
の
な
い
「
カ
ク
テ
」〈（
表
4
）
中
「
歌
な
し
」
に
分
類
さ

れ
た
例
〉］

（
12
）
親
の
言
な
り
け
れ
ば
、
い
と
ね
む
ご
ろ
に
い
た
は
り
け
り
。
朝

に
は
（
略
）
そ
こ
に
来
さ
せ
け
り
。
か
く
て
、
ね
む
ご
ろ
に
い
た
つ
き

け
り
。
二
日
と
い
ふ
夜
、
男
、（
略
）
と
い
ふ
。
女
も
は
た
、（
略
）
思

へ
ら
ず
。（『
伊
勢
物
語
』
六
九
段
、
一
七
二
頁
）

（
13
）
こ
れ
が
も
と
の
妻
の
も
と
に
、（
略
）
率
て
来
て
す
ゑ
た
り
け
り
。

も
と
の
妻
も
、（
略
）
語
ら
ひ
て
ゐ
た
り
け
り
。
か
く
て
こ
の
男
は
、

こ
こ
か
し
こ
人
の
国
が
ち
に
の
み
歩
き
け
れ
ば
、
ふ
た
り
の
み
な
む
ゐ

た
り
け
る
。こ
の
筑
紫
の
妻
、し
の
び
て
男
し
た
り
け
る
。そ
れ
を
、（
略
）

よ
み
た
り
け
る
。（『
大
和
物
語
』
一
四
一
段
、
三
五
八
頁
）

（
14
）
こ
の
女
、「
い
づ
ち
ぞ
」
と
（
略
）
い
き
け
る
。「
さ
り
と
て
、（
略
）

し
た
り
け
る
。
か
く
て
、
物
語
な
ど
あ
ま
た
、
を
か
し
き
や
う
に
か
た

み
に
い
ひ
け
れ
ば
、
を
か
し
と
思
ふ
。
こ
の
男
、（
略
）
寺
ぞ
ふ
た
が

り
け
る
。
明
く
る
ま
で
、（
略
）
ゆ
き
け
り
。（『
平
中
物
語
』
二
五
段
、

四
九
四
頁
）

　

歌
の
前
後
や
、
歌
と
は
関
係
な
い
位
置
に
置
か
れ
た
「
カ
ク
テ
」
の

歌の前 歌の後 歌の前後 歌なし 全用例数
（
表
4
）『伊勢物語』 0 0 　1 　1 　2

『大和物語』 4 8 13 10 35

『平中物語』 0 1 　1 　2 　4
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用
例
数
が
多
い
と
い
う
こ
の
状
況
は
、「
カ
ク
テ
」
を
歌
と
の
位
置
関

係
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
別
の
方
向
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、「
カ
ク
テ
」
と
動
詞
の
関
係
を
考
え
て
み
る
。
岡
﨑
（
二
〇

〇
二
）
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
カ
ク
テ
」
の
構
成
要
素
で
あ

る
指
示
副
詞
の「
カ
ク
」は
、「
①
上
代
・
中
古
の
カ
ク
系
列「
カ
ク（
カ

ウ
）」
は
直
示
・
照
応
用
法（

（1
（

で
あ
っ
た
。「
カ
ク
（
カ
ウ
）」
は
近
世
以
降
、

コ
系
「
コ
ウ
」
に
変
化
す
る
が
、
現
代
語
ま
で
用
法
は
変
化
し
な
い
。

②
上
代
・
中
古
に
は
カ
ク
系
列
「
カ
ク
（
カ
ウ
）」
は
直
示
用
法
に
お

い
て
、
今
、
目
に
見
え
る
、
直
接
知
覚
・
感
覚
で
き
る
す
べ
て
の
「
こ

と
」
を
指
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。」（
同
四
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま

り
、「
カ
ク
テ
」
を
構
成
す
る
「
カ
ク
」
は
中
古
に
お
い
て
は
直
示
・

照
応
用
法
を
も
っ
て
文
中
で
機
能
し
て
お
り
、「
カ
ク
テ
」
と
い
う
接

続
語
と
し
て
文
中
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、「
カ
ク
テ
」
以
前
の
文
中
で

示
さ
れ
て
い
る
内
容
を
「
カ
ク
テ
」
で
直
示
、
あ
る
い
は
照
応
の
用
法（

（1
（

で
ま
と
め
て「
カ
ク
テ
」以
降
の
文
に
関
係
付
け
て
い
る
の
で
あ
り
、（
表

4
）
に
示
さ
れ
る
「
カ
ク
テ
」
も
そ
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
て
文
中
で

は
た
ら
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

歌
物
語
に
お
い
て
歌
は
「
一
つ
の
語
り
（
単
位
）
に
お
い
て
、
核
心
」

（
糸
井
（
同
））
で
あ
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

本
論
で
用
例
の
採
集
資
料
と
し
た
『
伊
勢
物
語
』、『
大
和
物
語
』、『
平

中
物
語
』
に
お
い
て
は
、
接
続
語
「
カ
ク
テ
」
の
機
能
は
歌
と
の
位
置

関
係
に
着
眼
し
て
と
ら
え
る
よ
り
も
、
指
示
副
詞
「
カ
ク
」
に
由
来
す

る
接
続
語
「
カ
ク
テ
」
そ
れ
自
身
の
語
彙
的
な
機
能
か
ら
考
え
る
方
が

よ
り
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。つ
ま
り
、『
伊
勢
物
語
』、『
大
和
物
語
』、『
平

中
物
語
』
に
お
い
て
は
、
接
続
語
「
カ
ク
テ
」
は
「
カ
ク
テ
」
以
前
の

文
中
で
示
さ
れ
て
い
る
内
容
を
「
カ
ク
テ
」
で
直
示
、
あ
る
い
は
照
応

の
用
法
で
ま
と
め
て「
カ
ク
テ
」以
降
の
文
に
関
係
付
け
る
機
能
を
も
っ

て
は
た
ら
く
。
そ
れ
が
歌
物
語
に
お
け
る
歌
の
よ
う
な
感
動
の
山
場
の

後
に
置
か
れ
た
場
合
、
歌
も
含
め
た
物
語
の
そ
れ
ま
で
の
話
を
ま
と
め

て
次
の
話
に
関
係
付
け
る
形
式
と
な
る
た
め
に
、
前
出
の
よ
う
に
糸
井

（
同
）
の
述
べ
る
「「
か
く
て
」
が
歌
の
後
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。」（
同
八
七
頁
）」
と
い
っ
た
外
観
と
な
っ
て
資
料
中
に

表
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。（
表
4
）
よ
り
、「
カ
ク
テ
」
は
歌
、

地
の
文
の
別
な
く
関
係
付
け
の
機
能
を
も
つ
。「
歌
の
後
に
用
い
ら
れ

て
い
る
」「
カ
ク
テ
」
は
、
偶
々
そ
の
と
き
の
話
に
お
い
て
は
文
脈
上
、

歌
の
後
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

三
．
三
．『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」

　

西
田
（
同
1
）
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
葵
」、「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、

「
若
菜
下
」
の
巻
に
お
け
る
「「
か
く
て
」
は
、
巻
の
大
段
落
を
区
画
す

る
徴
標
と
し
て
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。」（
同

1
、
八
七
頁
）、「
こ
れ
ら
の
巻
で
「
か
く
て
」
以
下
が
導
く
の
は
、
か

な
り
大
き
な
公
の
で
き
事
と
い
う
共
通
す
る
傾
向
が
あ
る
。」（
同
1
、

九
七
頁
）
と
指
摘
し
、
次
い
で
、「「
か
く
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
（
論
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者
注
：「
少
女
」、「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、「
若
菜
下
」
の
巻
）
に
お

い
て
、
結
節
点
と
も
な
る
重
要
な
で
き
ご
と
の
は
じ
ま
り
を
示
す
文
」

を
導
く
（
同
2
、
一
一
〇
頁
）
と
し
、「
カ
ク
テ
」
を
、
そ
の
後
で
重

要
な
公
の
で
き
事
を
述
べ
る
部
分
に
置
か
れ
る
、
物
語
の
文
脈
の
段
落

を
区
画
す
る
徴
標
と
考
え
た
。
西
田
は
（
同
1
、
同
2
）
中
で
「
か
な

り
大
き
な
公
の
で
き
事
」（
同
1
、
九
七
頁
）
や
「
結
節
点
と
も
な
る

重
要
な
で
き
ご
と
」（
同
2
、
一
一
〇
頁
）
の
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
は
い
な
い
の
で
、
何
を
も
っ
て
そ
れ
が
「
か
な
り
大
き
な
公
の

で
き
事
」、「
結
節
点
と
も
な
る
重
要
な
で
き
ご
と
」
と
判
断
し
て
い
る

の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
確
認
の
た
め
に
、
西
田
が
（
同
1
）、

（
同
2
）
中
で
こ
れ
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
「
カ
ク
テ
」
の
例
を
挙

げ
て
み
る（

（1
（

。
な
お
、
西
田
は
（
同
1
）
中
で
、『
源
氏
物
語
大
成
』
の

索
引
を
使
い
、
そ
こ
で
接
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
カ
ク
テ
」

と
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
カ
ク
テ
」
を
区
別
し
て
用
例
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
副
詞
の
「
カ
ク
テ
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
本
論
で
は
三
．
一
．
一
．
で
【
Ⅲ
型
】
と

し
て
分
類
し
、【
Ⅳ
型
】
と
共
に
文
中
で
接
続
語
と
し
て
は
た
ら
く
と

考
え
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
『
源
氏
物
語
大
成
』

の
索
引
で
接
続
詞
の
「
カ
ク
テ
」
の
例
と
し
て
い
る
も
の
は
（
例
番
号
）

と
し
て
、
副
詞
の
「
カ
ク
テ
」
の
例
と
し
て
い
る
も
の
は
（
例
番
号
）

と
し
て
以
下
に
そ
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
例
中
に
は
「
カ
ク
テ
」

の
音
便
形
の
「
カ
ウ
テ
」
の
例
も
含
む
。
な
お
、
西
田
が
挙
げ
た
例
に

つ
い
て
は
本
論
で
挙
げ
た
例
と
区
別
す
る
た
め
に
、
漢
数
字
で
示
す
。

傍
線
は
論
者
に
よ
る
。

（
例
一
）「
か
の
人
も
い
か
に
思
ひ
つ
ら
む
」
と
さ
さ
め
き
あ
へ
り
。

か
く
て
後
は
、
内
裏
に
も
院
に
も
、（
略
）
あ
や
し
の
心
や
と
我
な
が

ら
思
さ
る
。（『
源
氏
物
語
』
葵
、
七
五
頁
）

（
例
二
）
こ
こ
に
も
、
か
か
る
こ
と
い
か
で
漏
ら
さ
じ
と
つ
つ
み
て
、

御
使
こ
と
ご
と
し
う
も
も
て
な
さ
ぬ
を
、
胸
い
た
く
思
へ
り
。
か
く
て

後
は
、
忍
び
つ
つ
時
々
お
は
す
。（『
源
氏
物
語
』
明
石
、
二
五
八
頁
）

（
例
三
）
す
べ
て
何
ご
と
に
つ
け
て
も
、
道
々
の
人
の
才
の
ほ
ど
現
る

る
世
に
な
む
あ
り
け
る
。
か
く
て
、
后
ゐ
た
ま
ふ
べ
き
を
、「
斎
宮
の

女
御
を
こ
そ
は
、
母
宮
も
御
後
見
と
譲
り
き
こ
え
た
ま
ひ
し
か
ば
」
と

大
臣
も
こ
と
つ
け
た
ま
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
少
女
、
三
〇
頁
）

（
例
四
）
老
い
も
て
お
は
す
る
ま
ま
に
、
さ
が
な
さ
も
ま
さ
り
て
、
院

も
く
ら
べ
苦
し
う
た
へ
が
た
く
ぞ
思
ひ
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
。
か
く
て

大
学
の
君
、
そ
の
日
の
文
う
つ
く
し
う
作
り
た
ま
ひ
て
、
進
士
に
な
り

た
ま
ひ
ぬ
。（『
源
氏
物
語
』
少
女
、
七
六
頁
）

（
例
五
）
い
と
ど
と
こ
ろ
せ
き
心
地
し
て
、
置
き
所
な
き
も
の
思
ひ
つ

き
て
、
い
と
な
や
ま
し
う
さ
へ
し
た
ま
ふ
。
か
く
て
、
事
の
心
知
る
人

は
少
な
う
て
、
疎
き
も
親
し
き
も
、
無
下
の
親
ざ
ま
に
思
ひ
き
こ
え
た

る
を
、（
略
）
よ
ろ
づ
に
安
げ
な
う
思
し
乱
る
。（『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
、

一
九
一
頁
）

（
例
六
）
大
臣
の
君
の
思
し
よ
り
て
の
た
ま
ふ
こ
と
を
、（
略
）、
を
か

し
う
も
あ
り
な
む
か
し
と
ぞ
思
ひ
よ
り
た
ま
う
け
る
。
か
う
て
野
に
お
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は
し
ま
し
着
き
て
、（
略
）、
六
条
院
よ
り
、
御
酒
、
御
く
だ
も
の
な
ど

奉
ら
せ
た
ま
へ
り
。（『
源
氏
物
語
』
行
幸
、
二
九
二
頁
）

（
例
七
）
親
と
聞
こ
え
な
が
ら
も
あ
り
が
た
か
ら
む
を
と
思
す
も
の
か

ら
、
い
と
な
む
う
れ
し
か
り
け
る
。
か
く
て
後
は
、
中
将
の
君
に
も
、

忍
び
て
か
か
る
事
の
心
の
た
ま
ひ
知
ら
せ
け
り
。（『
源
氏
物
語
』
行
幸
、

三
一
一
頁
）

（
例
八
）
さ
れ
ど
、
あ
る
ま
じ
う
、
ね
ぢ
け
た
る
べ
き
ほ
ど
な
り
け
り

と
思
ひ
返
す
こ
と
こ
そ
は
、
あ
り
が
た
き
ま
め
ま
め
し
さ
な
め
れ
。
か

く
て
そ
の
日
に
な
り
て
、
三
条
宮
よ
り
忍
び
や
か
に
御
使
あ
り
。（『
源

氏
物
語
』
行
幸
、
三
一
二
頁
）

（
例
九
）
げ
に
宮
仕
の
筋
に
て
、
け
ざ
や
か
な
る
ま
じ
く
紛
れ
た
る
お

ぼ
え
を
、
か
し
こ
く
も
思
ひ
よ
り
た
ま
ひ
け
る
か
な
と
む
く
つ
け
く
思

さ
る
。
か
く
て
御
服
な
ど
脱
ぎ
た
ま
ひ
て
、「
月
立
た
ば
～
十
月
ば
か

り
に
」
と
思
し
の
た
ま
ふ
を
、
内
裏
に
も
心
も
と
な
く
聞
こ
し
め
し
、

聞
こ
え
た
ま
ふ
人
々
は
、
誰
も
誰
も
い
と
口
惜
し
く
て
、（『
源
氏
物
語
』

藤
袴
、
三
三
八
頁
）

（
例
一
〇
）
次
々
の
君
た
ち
に
も
、
こ
と
ご
と
し
か
ら
ぬ
さ
ま
に
、
細
長
、

小
袿
な
ど
か
づ
け
た
ま
ふ
。
か
く
て
、
西
の
殿
に
戌
の
刻
に
渡
り
た
ま

ふ
。（『
源
氏
物
語
』
梅
枝
、
四
一
二
頁
）

（
例
一
一
）
按
察
の
北
の
方
な
ど
も
、
か
か
る
方
に
て
う
れ
し
と
思
ひ

き
こ
え
た
ま
ひ
け
り
。
か
く
て
六
条
院
の
御
い
そ
ぎ
は
、
二
十
余
日
の

ほ
ど
な
り
け
り
。（『
源
氏
物
語
』
藤
裏
葉
、
四
四
六
頁
）

（
例
一
二
）
な
ほ
こ
の
内
侍
に
ぞ
、
思
ひ
離
れ
ず
這
ひ
紛
れ
た
ま
ふ
べ
き
。

か
く
て
、
御
参
り
は
北
の
方
添
ひ
た
ま
ふ
べ
き
を
、
常
に
な
が
な
が
し

う
は
え
添
ひ
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
は
じ
、
か
か
る
つ
い
で
に
、
か
の
御
後
見

を
や
添
へ
ま
し
、
と
思
す
。（『
源
氏
物
語
』
藤
裏
葉
、
四
四
九
頁
）

（
例
一
三
）
尚
侍
の
君
も
、（
略
）
か
く
世
に
住
み
は
て
た
ま
ふ
に
つ
け

て
も
、
お
ろ
か
な
ら
ず
思
ひ
き
こ
え
た
ま
ひ
け
り
。
か
く
て
二
月
の
十

余
日
に
、
朱
雀
院
の
姫
宮
、
六
条
院
へ
渡
り
た
ま
ふ
。（『
源
氏
物
語
』

若
菜
上
、
六
一
頁
）

（
例
一
四
）
な
ほ
、
か
の
下
の
心
忘
ら
れ
ず
、
小
侍
従
と
い
ふ
か
た
ら

ひ
人
は
、
宮
の
御
侍
従
の
乳
母
の
む
す
め
な
り
け
り
、（
略
）
か
か
る

思
ひ
も
つ
き
そ
め
た
る
な
り
け
り
。
か
く
て
、
院
も
離
れ
お
は
し
ま
す

ほ
ど
、
人
目
少
な
く
し
め
や
か
な
ら
む
を
推
し
は
か
り
て
、
小
侍
従
を

迎
へ
と
り
つ
つ
、
い
み
じ
う
語
ら
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
若
菜
下
、
二
一

八
頁
）

（
例
一
五
）
御
褥
、
上
蓆
、
屏
風
、
几
帳
な
ど
の
こ
と
も
、
い
と
忍
び
て
、

わ
ざ
と
が
ま
し
く
い
そ
が
せ
た
ま
ひ
け
り
。
か
く
て
、
山
の
帝
の
御
賀

も
延
び
て
、
秋
と
あ
り
し
を
、（『
源
氏
物
語
』
若
菜
下
、
二
六
六
頁
）

（
例
一
六
）
か
ば
か
り
の
す
く
よ
け
心
に
思
ひ
そ
め
て
ん
こ
と
、
諫
め

む
に
か
な
は
じ
、
用
ゐ
ざ
ら
む
も
の
か
ら
、
我
さ
か
し
に
言
出
で
む
も

あ
い
な
し
、
と
思
し
て
や
み
ぬ
。
か
く
て
、
御
法
事
に
、
よ
ろ
づ
と
り

も
ち
て
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
夕
霧
、
四
五
九
頁
）

（
例
一
七
）
こ
の
君
の
御
宿
世
に
て
、
年
ご
ろ
申
し
た
ま
ひ
し
は
難
き

な
り
け
り
と
見
え
た
り
。
か
く
て
、
心
や
す
く
て
内
裏
住
み
も
し
た
ま

へ
か
し
と
思
す
に
も
、
い
と
ほ
し
う
、（
略
）
と
思
し
あ
つ
か
ふ
。（『
源
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氏
物
語
』
竹
河
、
一
〇
二
頁
）

（
例
一
八
）
三
条
殿
腹
の
大
君
を
、
春
宮
に
参
ら
せ
た
ま
へ
る
よ
り
も
、

こ
の
御
事
を
ば
、
こ
と
に
思
ひ
お
き
て
き
こ
え
た
ま
へ
る
も
、
宮
の
御

お
ぼ
え
あ
り
さ
ま
か
ら
な
め
り
。
か
く
て
後
、
二
条
院
に
、
え
心
や
す

く
渡
り
た
ま
は
ず
。（『
源
氏
物
語
』
宿
木
、
四
二
一
頁
）

（
例
一
九
）
い
と
ほ
し
の
人
な
ら
は
し
や
と
ぞ
。
か
く
て
、
な
ほ
、
い

か
で
う
し
ろ
や
す
く
お
と
な
し
き
人
に
て
や
み
な
ん
と
思
ふ
に
も
従
は

ず
、
心
に
か
か
り
て
苦
し
け
れ
ば
、（『
源
氏
物
語
』
宿
木
、
四
四
三
頁
）

（
例
二
〇
）
い
と
い
た
く
わ
づ
ら
ひ
た
ま
へ
ば
、
后
の
宮
よ
り
も
御
と

ぶ
ら
ひ
あ
り
。
か
く
て
三
年
に
な
り
ぬ
れ
ど
、
一
と
こ
ろ
の
御
心
ざ
し

こ
そ
お
ろ
か
な
ら
ね
、（
略
）
御
と
ぶ
ら
ひ
ど
も
聞
こ
え
た
ま
ひ
け
る
。

（『
源
氏
物
語
』
宿
木
、
四
七
〇
頁
）

（
例
二
一
）
大
将
殿
は
、
か
く
さ
へ
（
略
）、
と
思
ふ
は
口
惜
し
け
れ
ど
、

ま
た
、
は
じ
め
の
心
お
き
て
を
思
ふ
に
は
い
と
う
れ
し
く
も
あ
り
。
か

く
て
、
そ
の
月
の
二
十
日
あ
ま
り
に
ぞ
、
藤
壺
の
宮
の
御
裳
着
の
こ
と

あ
り
て
、
ま
た
の
日
な
ん
大
将
参
り
た
ま
ひ
け
る
夜
の
こ
と
は
忍
び
た

る
さ
ま
な
り
。（『
源
氏
物
語
』
宿
木
、
四
七
四
頁
）

（
例
二
二
）
三
日
の
夜
は
、
大
蔵
卿
よ
り
は
じ
め
て
、（
略
）、
舎
人
ま

で
禄
賜
す
。
そ
の
ほ
ど
の
こ
と
ど
も
は
、
私
事
の
や
う
に
ぞ
あ
り
け
る
。

か
く
て
後
は
、
忍
び
忍
び
に
参
り
た
ま
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
宿
木
、
四

七
六
頁
）

（
例
二
三
）
御
送
り
の
上
達
部
、
殿
上
人
、
六
位
な
ど
、
言
ふ
限
り
な

き
き
よ
ら
を
尽
く
さ
せ
た
ま
へ
り
。
か
く
て
心
や
す
く
う
ち
と
け
て
見

た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
に
、
い
と
を
か
し
げ
に
お
は
す
。（『
源
氏
物
語
』

宿
木
、
四
八
六
頁
）

（
例
二
四
）
母
君
は
、
す
こ
し
も
の
の
ゆ
ゑ
知
り
て
、
い
と
見
苦
し
と

思
へ
ば
、
こ
と
に
あ
へ
し
ら
は
ぬ
を
、「
あ
こ
を
ば
思
ひ
お
と
し
た
ま

へ
り
」
と
、
常
に
恨
み
け
り
。
か
く
て
、
か
の
少
将
、
契
り
し
ほ
ど
を

待
ち
つ
け
で
、（
略
）、
近
う
呼
び
寄
せ
て
語
ら
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
東

屋
、
二
二
頁
）

　

西
田
が
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
全
二
十
四
例
に
つ
い
て
、「
カ
ク
テ
」
の

後
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
出
来
事
を
用
例
の
番
号
と
共
に
（
表
5
）
に
示

す
。

（
表
5
）出

来
事

用
例
番
号

入
内
、
立
后

三
（
梅
壺
女
御
が
中
宮
に
な
る
）、
一
一
（
明
石
の
姫

君
の
入
内
決
定
）、
一
二
（
明
石
の
姫
君
の
入
内
に
際

し
明
石
の
君
を
後
見
役
に
す
る
）

昇
進
、
裳
着

四
（
夕
霧
の
進
士
及
第
）、
八
（
玉
鬘
の
裳
着
）、
一
〇

（
明
石
の
姫
君
の
裳
着
）、
二
一
（
女
二
の
宮
の
裳
着
と

薫
が
婿
と
な
る
こ
と
の
決
定
）

夫
婦
関
係
の
開
始

一
（
源
氏
と
紫
の
上
）、
二
（
源
氏
と
明
石
の
君
）、
一

三
（
源
氏
と
女
三
の
宮
）、
二
二
（
薫
と
女
二
の
宮
の

結
婚
）、
二
三
（
薫
、
女
二
の
宮
を
自
邸
三
条
邸
に
迎

え
る
）、
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そ
の
他

五
（
源
氏
に
迫
ら
れ
た
玉
鬘
の
苦
悩
、
玉
鬘
の
求
婚
者

等
の
様
子
）、
六
（
冷
泉
帝
の
大
原
野
行
幸
）、
七
（
玉

鬘
の
裳
着
の
準
備
と
玉
鬘
の
素
性
を
知
っ
た
夕
霧
の
心

情
）、
九
（
玉
鬘
の
出
仕
決
定
）、
一
四
（
柏
木
、
女
三

の
宮
を
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
小
侍
従
に
訴
え
る
）、
一

五
（
朱
雀
院
の
御
賀
の
延
期
）、
一
六
（
夕
霧
が
落
ち

葉
の
宮
の
母
、一
条
御
息
所
の
法
事
を
主
宰
）、一
七（
髭

黒
と
玉
鬘
の
娘
の
中
の
君
が
尚
侍
と
し
て
出
仕
）、
一

八
（
中
の
君
の
、
匂
宮
の
夜
離
れ
に
対
す
る
嘆
き
）、

一
九
（
中
の
君
の
、
薫
の
態
度
へ
の
懊
悩
）、
二
〇
（
中

の
君
の
出
産
の
兆
し
）、
二
四
（
少
将
、
浮
舟
が
実
子

で
な
い
こ
と
を
知
る
）

　
（
表
5
）
を
基
に
、「
カ
ク
テ
」
の
後
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
出
来
事
を

確
認
す
る
。
出
来
事
の
項
目
は
、「
カ
ク
テ
」
の
後
の
文
の
内
容
に
よ
っ

て
「
入
内
、
立
后
」、「
昇
進
、
裳
着
」、「
夫
婦
関
係
の
開
始
」、「
そ
の

他
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
そ
の
項
目
に
つ
い
て
見
た
後
に
、

各
項
目
に
分
類
さ
れ
た
用
例
を
一
つ
ず
つ
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
「
入
内
、
立
后
」
と
「
昇
進
、
裳
着
」
に
つ
い
て
は
西
田
が
述
べ
る
「
か

な
り
大
き
な
公
の
で
き
事
」（
同
1
、
九
七
頁
）
や
「
結
節
点
と
も
な

る
重
要
な
で
き
ご
と
」（
同
2
、
一
一
〇
頁
）
と
ま
ず
は
考
え
て
も
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
夫
婦
関
係
の
開
始
」、「
そ
の
他
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
し
て
「
公
の
で
き
事
」、「
重
要
な
で
き
ご
と
」

と
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
は
即
断
で
き
な
い
。
そ
こ
で
用
例
を
一
つ
ず

つ
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
「
入
内
、
立
后
」
の
項
目
の
用
例
番
号
三
は
梅
壺
女
御
の
中
宮
立
后
、

一
一
は
明
石
の
姫
君
の
入
内
な
の
で
、
こ
れ
ら
を
公
事
と
考
え
る
の
は

問
題
が
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
二
の
明
石
の
姫
君
の
入
内
に
際
し
、

実
母
の
明
石
の
君
を
後
見
役
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公
事
と
言
う

よ
り
は
源
氏
一
家
の
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
昇
進
、
裳
着
」
の
項
目
の
用
例
番
号
四
の
夕
霧
の
進
士
及
第
は
、
朱

雀
院
行
幸
と
い
う
公
の
場
で
の
詩
文
作
成
の
評
価
を
夕
霧
が
得
、
こ
れ

を
機
に
秋
の
司
召
で
五
位
に
昇
叙
さ
れ
、
侍
従
の
官
職
に
就
い
て
い
る

の
で
公
事
に
つ
い
て
の
内
容
と
考
え
て
良
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
八
の

玉
蔓
、
一
〇
の
明
石
の
姫
君
の
裳
着
に
つ
い
て
は
、
自
家
の
女
子
の
成

人
の
儀
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
結
婚
可
能
な
女
子
の
存
在
を
周
囲
に
知

ら
し
め
る
意
味
も
持
っ
て
い
た
と
い
う
対
社
会
的
な
意
味
も
も
っ
て
い

た
と
い
う
意
味
で
こ
れ
を
公
事
と
見
る
考
え
方
も
あ
ろ
う
が
、「
公
」
性

を
ど
こ
に
認
め
る
か
と
い
う
点
で
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
る
余
地
も
あ

ろ
う
。
先
の
用
例
番
号
四
の
夕
霧
の
進
士
及
第
の
よ
う
な
、
公
の
官
職

を
得
た
内
容
の
よ
う
な
朝
廷
社
会
に
お
け
る
位
置
や
認
識
の
変
化
や
相

違
が
こ
こ
に
は
認
め
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
二
一
の
女
二
宮
の
裳
着
と

薫
が
婿
に
な
る
こ
と
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
女
二
の
宮
の
裳
着
の
翌
日

に
行
わ
れ
た
結
婚
に
よ
り
薫
は
帝
の
婿
に
な
っ
た
わ
け
な
の
で
、
こ
こ

に
あ
る
程
度
の
公
的
な
性
格
は
見
て
良
い
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

公
的
性
質
の
有
無
に
つ
い
て
疑
問
に
な
っ
て
く
る
の
は
こ
れ
以
降
の

内
容
で
あ
る
。「
夫
婦
関
係
の
開
始
」
の
項
目
の
用
例
番
号
一
の
源
氏
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と
紫
の
上
の
結
婚
、
二
の
源
氏
と
明
石
の
君
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
公

的
性
質
が
あ
る
と
見
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
で
源
氏
は
紫
の
上
と
結

婚
し
惟
光
に
三
日
夜
餅
の
準
備
を
命
じ
る
。
源
氏
自
身
の
命
令
な
の
で
、

紫
の
上
と
の
新
た
な
関
係
に
つ
い
て
、
源
氏
の
側
に
明
確
に
こ
れ
が
結

婚
で
あ
る
と
の
意
識
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
に
公
的
性

質
を
認
め
て
も
良
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
二
の
源
氏
と
明
石
の
君

と
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
明
石
の
君
の
父
、
入
道
に
勧
め
ら
れ
、

認
め
ら
れ
た
結
婚
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
に
は
先
の
一
で
見
た
よ
う

な
紫
の
上
と
の
結
婚
に
お
い
て
見
ら
れ
た
結
婚
後
の
儀
式
等
の
描
写
は

な
く
、
明
石
の
君
は
源
氏
の
帰
京
に
は
伴
わ
れ
な
い
。
物
語
後
半
で
描

か
れ
る
明
石
一
族
の
繁
栄
も
こ
の
時
点
で
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
く
、

こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
結
婚
は
源
氏
の
私
的
な
結
婚
で
あ
っ
て
、
こ
こ

に
公
的
性
格
を
見
る
の
は
少
し
難
し
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
三
の
源
氏

と
女
三
宮
の
結
婚
は
女
三
の
宮
の
父
の
朱
雀
院
か
ら
源
氏
に
内
意
が
あ

り
、
源
氏
が
そ
れ
を
承
引
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
公
的
な
も

の
と
見
て
良
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
二
の
薫
と
女
二
の
宮
と

の
結
婚
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
薫
が
帝
の
婿
と
な
る
結
婚
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
二
三
の
薫
が
妻
の
女
二
の
宮
を
自
邸
の
三
条
邸
に
迎
え
る
こ
と

は
、
藤
花
の
宴
の
翌
日
の
夜
に
行
わ
れ
た
儀
式
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

物
語
で
の
描
写
の
さ
れ
方
を
考
え
て
も
、
こ
れ
ら
は
公
的
な
も
の
と
見

て
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
他
の
項
目
の
用
例
を
見
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
用
例
番
号
六
の

冷
泉
帝
の
大
原
野
行
幸
、
九
の
玉
蔓
の
出
仕
決
定
、
一
五
の
朱
雀
院
の

御
賀
の
延
期
、
一
六
の
夕
霧
に
よ
る
一
条
御
息
所
の
法
事
の
主
催
、
一

七
の
玉
蔓
の
娘
の
中
の
君
の
尚
侍
と
し
て
の
出
仕
に
つ
い
て
は
公
的
性

格
の
も
の
と
見
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
用
例
番
号
五
の
源
氏
に
迫

ら
れ
た
玉
鬘
の
苦
悩
と
玉
鬘
の
求
婚
者
等
の
様
子
、
七
の
玉
鬘
の
裳
着

の
準
備
と
玉
鬘
の
素
性
を
知
っ
た
夕
霧
の
心
情
、
一
四
の
柏
木
が
女
三

の
宮
を
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
小
侍
従
に
訴
え
る
描
写
、
一
八
の
中
の
君

の
、
匂
宮
の
夜
離
れ
に
対
す
る
嘆
き
、
一
九
の
中
の
君
の
、
薫
の
態
度

へ
の
懊
悩
、
二
〇
の
中
の
君
の
出
産
の
兆
し
、
二
四
の
少
将
、
浮
舟
が

実
子
で
な
い
こ
と
を
知
る
描
写
と
い
っ
た
内
容
に
つ
い
て
は
公
的
性
格

を
求
め
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。

　

西
田
（
同
1
）
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
葵
」、「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、

「
若
菜
下
」
の
巻
に
お
け
る
「「
か
く
て
」
は
、
巻
の
大
段
落
を
区
画
す

る
徴
標
と
し
て
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。」（
同

1
、
八
七
頁
）
根
拠
と
し
て
「
こ
れ
ら
の
巻
で
「
か
く
て
」
以
下
が
導

く
の
は
、
か
な
り
大
き
な
公
の
で
き
事
と
い
う
共
通
す
る
傾
向
が
あ

る
。」（
同
1
、
九
七
頁
）
と
指
摘
し
、
次
い
で
西
田
（
同
2
）
で
、「「
か

く
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
（
論
者
注
：「
少
女
」、「
藤
裏
葉
」、「
若

菜
上
」、「
若
菜
下
」
の
巻
）
に
お
い
て
、
結
節
点
と
も
な
る
重
要
な
で

き
ご
と
の
は
じ
ま
り
を
示
す
文
」
を
導
く
（
同
2
、
一
一
〇
頁
）
と
す

る
が
、「
葵
」、「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、「
若
菜
下
」
に
見
ら
れ
る
例

を
見
る
と
、「
葵
」
の
例
が
用
例
番
号
一
、「
藤
裏
葉
」
の
例
が
一
一
、

一
二
、「
若
菜
上
」
の
例
が
一
三
、「
若
菜
下
」
の
例
が
一
四
、
一
五
で

あ
る
。（
表
5
）
と
本
論
の
前
述
部
分
か
ら
確
認
す
る
と
、
こ
の
中
で
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公
的
性
格
を
持
つ
物
語
の
内
容
の
例
は
「
藤
裏
葉
」
の
一
一
（
明
石
の

姫
君
の
入
内
）、「
若
菜
上
」の
一
三（
源
氏
と
女
三
の
宮
と
の
結
婚
）、「
若

菜
下
」
の
一
五
（
朱
雀
院
の
御
賀
の
延
期
）
の
例
で
あ
り
、
そ
の
他
の

「
葵
」
の
一
（
源
氏
と
紫
の
上
の
結
婚
）、「
藤
裏
葉
」
の
一
二
（
明
石

の
姫
君
の
入
内
に
際
し
、
明
石
の
君
が
後
見
と
な
る
こ
と
）、「
若
菜
下
」

の
一
四
（
柏
木
が
女
三
の
宮
を
あ
き
ら
め
き
れ
ず
小
侍
従
に
訴
え
る
こ

と
）
の
例
に
つ
い
て
は
、「
か
な
り
大
き
な
公
の
で
き
事
」（
同
1
、
九

七
頁
）
と
考
え
る
こ
と
に
躊
躇
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
西
田
は
、「「
か
く
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
（
論
者
注
：「
少
女
」、

「
藤
裏
葉
」、「
若
菜
上
」、「
若
菜
下
」
の
巻
）
に
お
い
て
、
結
節
点
と

も
な
る
重
要
な
で
き
ご
と
の
は
じ
ま
り
を
示
す
文
」
を
導
く
（
同
2
、

一
一
〇
頁
）
と
も
述
べ
る
が
、
そ
れ
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
同
類
の

例
で
は
、「
結
節
点
」
を
示
す
語
と
し
て
「
カ
ク
テ
」
は
使
用
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
認
を
行
う
。
西
田
が
挙
げ
て
い
る
「
少
女
」
に

見
ら
れ
る
例
を
確
認
す
る
と
、
用
例
番
号
三
は
梅
壺
女
御
が
立
后
し
て

中
宮
と
な
る
内
容
、
四
は
夕
霧
が
進
士
に
及
第
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
確
か
に
西
田
の
言
う
よ
う
に
「
結
節
点
と
も
な
る
重
要

な
で
き
ご
と
」
で
あ
る
と
（
表
5
）
の
分
類
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
る

が
、「
紅
葉
賀
」
で
藤
壺
は
立
后
し
中
宮
に
な
り
、
源
氏
も
宰
相
と
な

る
が
、
こ
の
部
分
の
本
文
は
「
こ
の
御
仲
ど
も
の
い
ど
み
こ
そ
、
あ
や

し
か
り
し
か
。
さ
れ
ど
う
る
さ
く
て
な
む
。
七
月
に
ぞ
后
ゐ
た
ま
ふ
め

り
し
。
源
氏
の
君
、
宰
相
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
。」（『
源
氏
物
語
』
紅
葉
賀
、

三
四
七
頁
）
で
あ
り（

（1
（

、
本
文
中
に
「
カ
ク
テ
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、「
若
菜
上
」
に
は
夕
霧
の
右
大
将
昇
進
の
部
分
の
本
文
が
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
「
内
裏
に
は
、
思
し
そ
め
て
し
こ
と
ど
も
を
む
げ
に
や
は
と

て
、
中
納
言
に
ぞ
つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
け
る
。
そ
の
こ
ろ
の
右
大
将
病

し
て
辞
し
た
ま
ひ
け
る
を
、
こ
の
中
納
言
に
御
賀
の
ほ
ど
よ
ろ
こ
び
加

へ
む
と
思
し
め
し
て
、
に
は
か
に
な
さ
せ
た
ま
ひ
つ
。」（『
源
氏
物
語
』

若
菜
上
、
九
八
～
九
九
頁
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
カ
ク
テ
」
は
使
わ

れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
西
田
が
挙
げ
た
、「
か
な
り
大
き
な
公
の
で

き
事
」（
同
1
、
九
七
頁
）、「
結
節
点
と
も
な
る
重
要
な
で
き
ご
と
の

は
じ
ま
り
を
示
す
」（
同
2
、
一
一
〇
頁
）
と
い
う
論
は
前
述
し
た
よ

う
に
、
そ
の
「
か
な
り
大
き
な
公
の
で
き
事
」
の
範
囲
が
明
確
で
な
く
、

ま
た
西
田
本
人
が
挙
げ
た
例
に
鑑
み
て
考
え
て
み
て
も
、
同
様
の
「
か

な
り
大
き
な
公
の
で
き
事
」
で
あ
る
立
后
や
昇
進
の
本
文
内
容
を
導
く

際
に
「
カ
ク
テ
」
を
用
い
ず
に
本
文
が
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が

確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
西
田
が
挙
げ
た
巻
々
で
の
公
的
性
質
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
出
来
事
を
見
る
と
、「
葵
」
で
の
新
斎
院
御
禊
の
日
の
物

見
で
、
葵
の
上
と
六
条
御
息
所
が
車
の
立
所
を
巡
り
争
い
が
生
じ
た
こ

と
、「
少
女
」
で
の
源
氏
の
内
大
臣
が
太
政
大
臣
に
、
右
大
将
（
元
頭

中
将
）
が
内
大
臣
に
昇
進
し
た
こ
と
、「
藤
裏
葉
」
で
は
源
氏
が
准
太

上
天
皇
と
な
り
御
封
が
増
加
、
年
官
、
年
爵
が
加
わ
る
こ
と
、
ま
た
、

内
大
臣
が
太
政
大
臣
に
、
さ
ら
に
宰
相
中
将
（
夕
霧
）
が
中
納
言
に
昇

進
す
る
こ
と
、「
若
菜
上
」で
の
夕
霧
が
右
大
将
に
昇
進
す
る
こ
と
、「
若

菜
下
」
で
の
朱
雀
院
の
五
十
の
賀
が
催
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、「
カ
ク
テ
」

を
置
か
ず
に
「
大
き
な
公
の
で
き
事
」、「
重
要
な
で
き
ご
と
」
が
表
さ
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れ
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
出
の
西
田
の
主
張
を
論
拠
と
す
る

「「
か
く
て
」
は
、
巻
の
大
段
落
を
区
画
す
る
徴
標
と
し
て
物
語
の
展
開

上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。」（
同
1
、
八
七
頁
）
と
い
う
主
張

は
再
考
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
確
か
に
一
見
「
カ
ク
テ
」
の
後
で
公

的
性
格
を
も
っ
た
内
容
の
文
が
続
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ

で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
カ
ク
テ
」
以
降
に
公
的
性
格
を
も
た
な
い
内

容
が
く
る
場
合
も
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、「
カ
ク
テ
」
を
置
か
ず
に

公
的
性
格
を
も
つ
内
容
の
文
が
続
く
場
合
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
カ

ク
テ
」
が
物
語
の
公
的
内
容
を
導
く
「
徴
標
」
的
に
は
た
ら
く
と
い
う

の
は
物
語
の
内
容
を
見
た
と
き
に
「
カ
ク
テ
」
で
導
か
れ
る
文
の
例
中

の
一
部
に
つ
い
て
結
果
的
に
そ
う
見
え
る
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
さ
ら
に
考
え
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
．
四
．「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

三
．
四
．
一
．「
テ
」
と
「
ホ
ド
ニ
」

　

前
項
ま
で
で
、
物
語
中
の
歌
や
、「
重
大
な
で
き
事
」
と
は
別
に
「
カ

ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
を
考
え
る
こ
と
の
有
効
性
を
確
認
し
た
。

こ
こ
で
は
三
．
二
．
と
三
．
三
．
を
踏
ま
え
、
再
び
中
古
和
文
物
語
作

品
に
お
け
る
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
を
考
え
て
み
る
。

　

そ
こ
で
「
カ
ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
指
示
詞
部
分
に
後
接
す

る
「
テ
」、「
ホ
ド
ニ
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
「
テ
」
は
完
了
の
助
動
詞
「
ツ
」
の
連
用
形
か
ら
発
達
し
、
そ

の
元
の
助
動
詞
の
意
味
か
ら
時
間
的
継
続
関
係
や
完
了
、
確
認
な
ど
の

意
味
を
表
し
、
叙
述
を
展
開
す
る
場
合
に
用
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
此
島
（
一

九
五
八
）
は
「
テ
」
と
「
シ
テ
」
を
比
較
し
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け

て
の
仮
名
文
は
日
常
語
に
近
い
口
語
的
な
も
の
で
、
こ
こ
で
は
「
テ
」

が
「
シ
テ
」
よ
り
も
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
か

ら
す
る
と
、
助
詞
「
テ
」
は
元
来
そ
の
意
味
が
、
時
間
的
な
継
起
関
係

を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
「
テ
」
に
つ
い
て
山
口
（
一
九
八
〇
）
は
「「
て
」
の
接
続
表
現
に
お

け
る
最
も
基
本
的
な
意
味
関
係
は
並
列
性
で
あ
り
、
継
起
性
・
共
存
性

も
、
そ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
常
に
並
列
性
と
両
立
す
る
点
で
、
並
列
性

の
関
係
に
次
い
で
基
本
的
で
あ
る
と
い
え
る
。」（
二
六
八
頁
）
と
述
べ

た
上
で
、「「
て
」
で
示
さ
れ
る
最
も
基
本
的
な
意
味
関
係
は
並
列
性
の

関
係
だ
と
述
べ
た
が
、
二
つ
の
事
態
を
た
だ
並
列
す
る
と
い
う
の
は
、

現
実
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
関
係
に
あ
る
事
態
の
間
に
与
え
ら
れ

る
関
係
づ
け
と
し
て
は
、
最
も
消
極
的
・
非
限
定
的
な
も
の
で
し
か
な

い
。
継
起
性
・
共
存
性
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
時
間
的
と
空
間
的
と
い

う
意
味
で
対
照
的
な
関
係
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
識
別
は
す
で
に
文
脈

に
対
応
す
る
現
実
の
脈
絡
に
依
存
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。」（
二
六

八
～
二
六
九
頁
）
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
指
示
詞
の
「
カ
ク
」
に
、

山
口
が
述
べ
る
よ
う
な
「
文
脈
に
対
応
す
る
現
実
の
脈
絡
に
依
存
」
す

る
形
で
継
起
関
係
を
表
す
「
テ
」
を
接
続
さ
せ
た
「
カ
ク
テ
」
は
、
時

間
の
流
れ
に
沿
う
形
で
物
語
の
文
脈
を
展
開
さ
せ
る
の
に
適
し
た
接
続

語
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、「
ホ
ド
ニ
」
に
つ
い
て
は
、
望
月
（
一
九
六
九
）
が
時
間
か

ら
必
然
条
件
表
現
へ
と
い
う
通
時
的
な
意
味
変
化
を
、
小
林
（
一
九
七

三
）
が
「
ト
コ
ロ
デ
」、「
ニ
ヨ
ッ
テ
」
な
ど
の
他
形
式
と
の
相
違
を
、

吉
田
（
二
〇
〇
〇
）
が
意
味
変
化
が
生
じ
た
理
由
を
述
べ
た
。
さ
ら
に

竹
内
（
二
〇
〇
六
）
は
こ
の
「
ホ
ド
ニ
」
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
語
用

論
的
視
点
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
中
で
、「
ホ
ド
ニ
」
の
意
味
に
つ
い
て
最
も

着
目
し
た
の
は
前
出
の
望
月
（
一
九
六
九
）
で
あ
る
。
望
月
は
「
ホ
ド

ニ
」
の
「
ホ
ド
」
が
奈
良
時
代
は
「
ホ
ト
」
と
し
て
時
を
表
し
、
そ
の

後
「
徐
々
に
動
い
て
い
く
時
間
・
時
の
経
過
・
時
の
推
移
を
い
う
」（
三

五
頁
）
と
し
た
。
ま
た
『
風
土
記
』
や
『
日
本
霊
異
記
』
中
の
例
を
挙

げ
、
そ
こ
に
「
時
の
経
過
を
原
義
と
す
る
ホ
ト
が
、
時
間
的
な
意
味
か

ら
空
間
的
な
意
味
へ
、
意
味
を
広
げ
て
い
く
過
程
に
位
置
す
る
用
法
」

（
三
五
頁
）
が
確
認
で
き
る
と
し
、
そ
れ
が
平
安
時
代
に
は
「
年
齢
や

愛
情
の
深
さ
な
ど
、
時
の
経
過
に
つ
れ
て
徐
々
に
変
化
を
す
る
も
の
に

つ
い
て
、
変
化
の
程
度
を
い
い
、
更
に
広
が
っ
て
、
時
の
経
過
に
か
か

わ
り
な
く
、
物
事
一
般
の
程
度
が
、
あ
る
も
の
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を

も
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。」（
三
六
頁
）
と
し
て
、
さ
ら
に
「
時
の
経
過

の
意
か
ら
転
じ
て
、
変
化
の
様
子
・
具
合
」（
三
六
頁
）
や
「
程
度
の
意
」

（
三
六
頁
）を
表
す
よ
う
に
な
り
、「『
源
氏
物
語
』で
は
、時
間
・
空
間
・

程
度
・
様
子
の
各
意
味
分
野
に
お
い
て
、
新
た
に
意
味
の
展
開
が
み
ら

れ
、
更
に
、
接
続
助
詞
的
用
法
も
確
立
し
て
、
ホ
ド
の
用
法
は
、
大
幅

に
広
が
っ
た
。」（
三
六
頁
）
と
す
る
。
さ
ら
に
「
ニ
」
に
つ
い
て
は
塚

原
（
一
九
五
八
）
や
奥
村
（
一
九
六
七
）
に
よ
っ
て
、
活
用
語
の
連
体

形
に
接
続
し
、
本
来
格
助
詞
で
あ
る
が
接
続
助
詞
に
転
じ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、「
ホ
ド
ニ
」
は
、
実
質
的
な
時
間
、
空
間

か
ら
抽
象
的
な
程
度
、
様
子
を
表
す
「
ホ
ド
（
ホ
ト
）」
と
、
体
言
や

活
用
語
の
連
体
形
に
接
続
す
る
助
詞
「
ニ
」（
元
来
は
格
助
詞
で
あ
る
が
、

接
続
助
詞
に
転
じ
た
）
が
接
続
し
て
成
っ
た
語
で
あ
る
と
し
て
よ
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、「
カ
ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
共
に
時
間
と
の
か
か

わ
り
が
深
い
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
を
踏
ま
え
、
次
項
以
降
で
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に

よ
っ
て
、
時
間
の
情
報
が
物
語
の
文
中
で
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る

か
を
見
て
い
く
。
次
の
三
．
四
．
二
．
～
三
．
四
．
四
．
の
項
で
は
、

こ
の
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
よ
っ
て
可
能
と
な
る
具
体
的
、

直
接
的
な
指
示
が
《
日
付
》、《
各
巻
の
冒
頭
》、《
絵
詞
》
に
注
目
す
る

こ
と
で
ど
の
よ
う
に
物
語
中
に
見
ら
れ
る
か
を
確
認
し
た
い
。

三
．
四
．
二
．「
カ
ク
テ
」
と
《
日
付
》

　

古
代
中
国
で
は
、
記
録
と
暦
は
不
可
分
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
一
方
、

日
本
の
場
合
、
そ
の
修
史
機
構
に
つ
い
て
は
「
令
」
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

所
管
は
中
務
省
で
あ
る
が
、
宮
中
の
図
書
の
保
管
、
国
史
の
編
纂
な
ど

は
図
書
寮
の
任
務
で
あ
り
、「「
令
」
の
篇
目
で
、
諸
規
定
を
集
め
た
「
雑

令
題
三
〇
」
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
（
略
）「
吉
気
」
た
る
「
徴
祥
」、「
妖

気
」
た
る
「
災
異
」
が
あ
れ
ば
、
陰
陽
寮
は
こ
れ
を
報
告
し
、
こ
れ
を
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季
、
す
な
わ
ち
春
夏
秋
冬
の
三
か
月
ご
と
に
記
録
を
ま
と
め
て
中
務
省

に
送
る
。（
略
）「
雑
令
」
に
は
、
記
録
の
根
本
た
る
「
暦
」
も
ま
た
陰

陽
寮
が
毎
年
こ
れ
を
作
成
し
、
一
一
月
一
日
中
務
省
に
こ
れ
を
送
り
、

中
務
省
は
天
皇
に
直
接
奏
聞
す
る
こ
と
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
「
暦
」
が
「
国
史
」
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。」（
一
六
六
～
一
六
八
頁
）
と
あ
り
、
記
録
と
暦
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
上
代
の
『
古
事
記
』、『
日

本
書
紀
』
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
語
の
文
学
は
、
内
容
を
記

録
的
に
記
載
す
る
も
の
を
、
そ
の
一
つ
の
原
始
的
な
書
き
方
と
見
て
良

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
表
6
）
で
『
う
つ
ほ
物
語
』
中
の
《
日
付
》
と
共
起
し
て
い
る（

（1
（

「
カ

ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
を
確
認
し
て
み
る
と
、

（
表
６
）

全
「
カ
ク
テ
」
例

全
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
例

四
四
三
例（

（1
（

九
五
例（
（2
（

　

内
《
日
付
》
と
共
起
例

　

内
《
日
付
》
と
共
起
例

　

四
二
例

　

一
一
例

　
「
カ
ク
テ
」
は
約
9
・
5
％
、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
約
11
・
6
％
あ

り
、
共
に
一
割
前
後
の
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
が
《
日
付
》

と
共
起
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。特
に「
カ
ク
テ
」に
つ
い
て
は
、「
か

く
て
、
こ
の
子
、
十
二
に
な
り
ぬ
。」（『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
、
八
二
頁
）、

「
か
く
て
、
そ
の
年
は
立
ち
去
り
も
し
た
ま
は
ず
。」（『
う
つ
ほ
物
語
』

蔵
開
上
、
三
三
二
頁
）、「
か
く
て
、
ま
た
の
日
の
昼
つ
方
に
な
り
て
、

御
乳
付
け
帰
り
た
ま
ふ
。」（『
う
つ
ほ
物
語
』蔵
開
上
、三
八
九
頁
）、「
か

く
て
、
夕
暮
れ
に
な
り
ぬ
。」（『
う
つ
ほ
物
語
』
国
譲
上
、
一
二
二
頁
）

な
ど
、
月
日
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
時
間
の
推
移
を

示
す
語
と
共
起
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

　

鈴
木
（
一
九
八
七
）
は
稲
作
か
ら
発
生
し
た
年
中
行
事
が
中
国
的
な

行
事
と
結
び
つ
き
、
宮
廷
で
の
年
中
行
事
に
結
び
付
い
た
経
緯
を
述
べ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
年
中
行
事
は
（
略
）
何
よ
り
も
政
治
的
な
恒
例

行
事
な
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
基
本
の
理
念
と
し
て
は
、
人
心

を
、
年
時
の
節
目
節
目
に
秩
序
づ
け
る
こ
と
を
通
し
て
、
掌
握
し
よ
う

と
い
う
論
理
に
貫
か
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
る（

（2
（

。『
う
つ
ほ
物
語
』
で
繰

り
返
し
描
か
れ
る
諸
行
事
、
諸
儀
式
は
、「
カ
ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ

ド
ニ
」
で
導
か
れ
た
《
日
付
》
と
共
に
「
年
時
の
節
目
節
目
に
秩
序
づ

け
」
ら
れ
て
物
語
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ

う
。

三
．
四
．
三
．「
カ
ク
テ
」
と
《
各
巻
の
冒
頭
》

　

次
に
、「
カ
ク
テ
」
と
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
巻
の
冒
頭
の
関
係
に
注

目
し
た
い
。『
う
つ
ほ
物
語
』
は
全
二
〇
巻
か
ら
成
る
が
、
次
の
（
表

7
）
は
、
各
巻
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
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（
表
７
）

巻
名

冒
頭
部

俊
蔭

む
か
し
、
式
部
大
輔
左
大
弁
か
け
て
、
清
原
の
王
あ
り
け
り
。

藤
原
の
君

む
か
し
、
藤
原
の
君
と
聞
こ
ゆ
る
一
世
の
源
氏
お
は
し
ま
し

け
り
。

忠
こ
そ

か
く
て
、
ま
た
、
嵯
峨
の
御
時
に
、
源
忠
経
と
聞
こ
ゆ
る
左

大
臣
お
は
し
け
り
。

春
日
詣

か
か
る
ほ
ど
に
、
年
月
過
ぎ
て
、
そ
の
時
の
帝
も
下
り
居
た

ま
ひ
、
～

嵯
峨
の
院

か
く
て
、
右
大
将
殿
に
還
饗
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
例
の
ご
と

な
む
、
左
大
将
も
お
は
し
け
る
。

吹
上　

上

か
く
て
、
紀
伊
国
牟
婁
郡
に
、
神
南
備
種
松
と
い
ふ
長
者
、

限
り
な
き
～

祭
の
使

か
く
て
、
殿
よ
り
祭
の
使
出
で
立
ち
た
ま
ふ
。

吹
上　

下

か
く
て
、
八
月
中
の
十
日
の
ほ
ど
に
、
帝
、
花
の
宴
し
た
ま

ふ
。

菊
の
宴

か
く
て
、
霜
月
の
つ
い
た
ち
ご
ろ
、
残
れ
る
菊
の
宴
聞
こ
し

め
し
け
る
に
、
～

あ
て
宮

か
く
て
、
あ
て
宮
、
東
宮
に
参
り
た
ま
ふ
こ
と
、
十
月
五
日

と
定
ま
り
ぬ
。

内
侍
の
か
み

か
く
て
、
七
月
つ
い
た
ち
、
う
ち
の
帝
、
仁
寿
殿
の
、
大
将

の
御
息
所
の
～

沖
つ
白
波

六
月
ば
か
り
に
、
内
裏
の
帝
、
仁
寿
殿
に
渡
り
た
ま
ひ
て
、

大
将
の
女
御
の
君
と
～

蔵
開　

上

藤
中
納
言
は
、
衛
門
督
な
れ
ど
、
装
束
清
ら
に
せ
ず
と
て
、

非
違
の
別
当
は
か
け
ず
。

蔵
開　

中

か
く
て
、
一
、
二
日
あ
り
て
、
大
将
殿
、
内
裏
の
仰
せ
ら
れ

し
書
ど
も
持
た
せ
て
～

蔵
開　

下

か
か
る
ほ
ど
に
、
平
中
納
言
、
藤
大
納
言
、
藤
宰
相
な
ど
お

は
し
た
り
。

国
譲　

上

右
の
大
殿
に
は
、
御
婿
の
殿
ば
ら
、
宮
ば
ら
、
御
子
ど
も
も
、

上
達
部
に
～

国
譲　

中

か
う
て
、
今
日
は
左
の
大
殿
の
大
饗
、
や
が
て
こ
の
御
方
の

御
前
に
て
、
～

国
譲　

下

か
く
て
、
中
宮
よ
り
、
太
政
大
臣
に
、「
そ
の
日
の
夜
さ
り
、

聞
こ
ゆ
べ
き
こ
と
～

楼
の
上
上

三
条
右
大
臣
殿
の
、
か
の
一
条
殿
の
対
ど
も
に
居
た
ま
へ
り

し
御
方
々
、
宮
～

楼
の
上
下

か
く
て
、
つ
と
め
て
の
御
台
、
こ
こ
に
て
参
ら
せ
た
ま
ひ
て
、

と
ば
か
り
～

※
「
カ
ク
テ
」・「
カ
ウ
テ
」
に
傍
線
、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
点
線
を
付
す
。
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（
表
7
）
よ
り
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
全
二
〇
巻
中
、「
カ
ク
テ
」
で

始
ま
る
巻
が
一
二
巻
（
う
ち
一
巻
は
「
カ
ウ
テ
」
で
始
ま
る
。）、「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
始
ま
る
巻
が
二
巻
あ
り
、
両
方
を
合
わ
せ
る
と
一
四

の
巻
の
冒
頭
部
が
「
カ
ク
テ
」・「
カ
ウ
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
始

ま
っ
て
い
る
。
特
に
上
下
、
ま
た
は
上
中
下
が
あ
る
巻
（「
吹
上
」、「
蔵

開
」、「
国
譲
」、「
楼
の
上
」）
に
つ
い
て
は
、
中
巻
、
下
巻
の
よ
う
な

上
巻
に
続
く
巻
は
必
ず
「
カ
ク
テ
」・「
カ
ウ
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

で
始
ま
る
冒
頭
部
を
持
っ
て
お
り
、
物
語
の
各
巻
の
始
ま
り
と
「
カ
ク

テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
相
関
性
が
観
察
で
き
る（

（2
（

。

　

こ
れ
に
つ
い
て
糸
井
（
一
九
八
七
）
は
「「
か
く
て
」
が
同
一
人
物

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
重
ね
て
長
編
化
し
て
語
る
と
き
に
用
い
ら
れ
た
様
子

が
窺
え
た
の
だ
が
、
そ
の
典
型
が
「
宇
津
保
物
語
」
で
あ
り
、」（
八
八

頁
）と
述
べ
、中
野（
一
九
八
一
）は「『
う
つ
ほ
物
語
』に
お
い
て
、「
か

く
て
」「
か
か
る
ほ
ど
に
」
等
の
接
続
語
の
極
端
な
多
用
が
、
場
面
の

連
続
に
よ
る
長
編
形
成
に
際
し
て
の
強
い
承
接
意
識
の
表
わ
れ
で
あ

る
」（
三
四
三
頁
）
と
し
、
物
語
で
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

に
よ
っ
て
話
が
導
か
れ
る
場
合
が
多
い
の
は
、「
や
は
り
場
面
の
連
続

を
意
図
し
た
長
編
形
成
の
た
め
の
稚
拙
で
強
引
な
初
期
の
方
法
の
表
わ

れ
で
あ
ろ
う
。」（
三
四
三
頁
）
と
述
べ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
中
古
期

の
「
カ
ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
、
そ
の
前
文
脈
に
「
カ
ク
（
カ

カ
）」
で
指
示
さ
れ
る
内
容
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
指
示
の
し
か

た
が
実
際
的
、具
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
カ
ク
テ
」や「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
を
接
続
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
物
語
の
前
文
脈
の

内
容
如
何
に
よ
ら
ず
そ
れ
に
連
接
的
に
後
文
脈
を
関
係
付
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
手
段
を
も
っ
て
物
語
の
話
を
長
編

と
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
四
．
四
．「
カ
ク
テ
」
と
《
絵
詞
》

　

次
に
、「
カ
ク
テ
」
と
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
《
絵
詞
》
の
関
係
に
注

目
し
た
い
。『
う
つ
ほ
物
語
』
に
は
、《
絵
詞
》
と
呼
ば
れ
る
物
語
の
本

文
と
は
異
質
な
文
が
見
ら
れ
る（

（2
（

。
そ
し
て
そ
の
詞
文
が
何
を
表
し
て
い

る
の
か
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
定
説
を
見
な
い
。
こ
の
《
絵
詞
》

に
関
し
て
は
、「
も
と
画
面
の
中
に
書
き
こ
ま
れ
て
あ
っ
た
説
明
書
き

で
あ
ろ
う
」
と
い
う
説
と
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
「
今
一
度
、
も
と
の

物
語
本
文
に
返
し
て
、
そ
れ
ら
を
〈
複
本
文
〉
と
い
う
観
点
か
ら
読
み

直
す
」
べ
き
で
あ
る
と
い
う
二
つ
の
見
方
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
、《
絵
詞
》
に
つ
い
て
、
絵
の
説
明
書
き
と
す
る
見
方
と
、
別
の
観

点
に
よ
る
本
文
と
見
る
見
方
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
、『
う

つ
ほ
物
語
』
の
《
絵
詞
》
の
文
に
続
く
本
文
の
始
ま
り
の
部
分
に
注
目

し
て
み
た
い
。

　

次
の
（
表
8
）
は
、《
絵
詞
》
の
直
後
の
物
語
本
文
の
始
ま
り
の
部

分
で
あ
る
。
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（
表
８
）

巻
名

絵
詞
の
数
《
絵
詞
》
直
後
の
物
語
本
文

俊
蔭

2

か
く
て
後の
ち

１
、
国
々
の
荘
よ
り
１
、

藤
原
の
君

11

か
く
て
8
、
か
く
て
、
ま
た
１
、
か
か
る
こ
と
を

１
、
太
宰
の
前
の
帥
１
、

忠
こ
そ

4

か
く
て
4
、

春
日
詣

1

夕
暮
れ
の
ほ
ど
１
、

嵯
峨
の
院

26

か
く
て
10
、
か
く
て
あ
る
ほ
ど
に
1
、
か
く
て
内

よ
り
1
、
か
く
て
あ
り
経
る
ほ
ど
に
１
、
か
く
の

み
１
、
か
か
る
ほ
ど
に
４
、
御
物
語
の
つ
い
で
に

１
、
少
将
、
義
則
１
、
御
神
楽
の
日
１
、
御
仏
名

果
て
て
１
、
こ
こ
は
政
所
１
、
仲
頼
、
帰
る
空
も

な
く
て
１
、
つ
と
め
て
、
父
ぬ
し
１
、
大
将
殿
に

は
１
、

吹
上　

上

6

か
く
て
２
、
か
か
る
ほ
ど
に
１
、
三
月
中
の
十
日

ば
か
り
に
１
、
三
月
つ
ご
も
り
に
な
り
ぬ
れ
ば
１
、

そ
こ
よ
り
守
の
ぬ
し
１
、

祭
の
使

3

か
く
て
２
、
か
か
る
ほ
ど
に
１
、

吹
上　

下

1

か
く
て
１
、

菊
の
宴

3

か
く
て
２
、
か
か
る
ほ
ど
に
１
、

あ
て
宮

7

か
く
て
４
、
大
将
の
お
と
ど
１
、
源
少
将
は
１
、

宰
相
も
１
、

内
侍
の
か

み

6（
※
一
）
か
く
て
３
、右
大
将
は
１
、そ
の
日
ご
ろ
は
１
、上
、

こ
な
た
に
入
り
た
ま
ひ
て
１
、

沖
つ
白
波

4（
※
二
）
か
く
て
４
、

蔵
開　

上

8

か
く
て
５
、
か
か
る
こ
と
を
１
、
ま
た
、
女
御
の

君
１
、
お
と
ど
参
り
た
ま
ひ
て
１
、

蔵
開　

中

4

か
く
て
３
、
午
の
時
ば
か
り
に
１
、

蔵
開　

下

12

か
く
て
10
、
司
召
に
は
１
、
次
の
日
、
は
た
１
、

国
譲　

上

5（
※
三
）
か
く
て
３
、
か
う
て
１
、
ま
た
、
九
日
の
夜
は
１
、

国
譲　

中

7

か
く
て
７
、

国
譲　

下

18（
※
四
）
か
く
て
14
、
か
う
て
１
、
か
く
て
ま
た
1
、
か
く

歩
き
始
め
た
ま
ひ
て
ぞ
１
、
后
の
宮
、
聞
こ
し
め

し
て
１
、

楼
の
上　

上

1

酉
の
時
な
り
１
、

楼
の
上　

下

2

大
将
、
内
裏
よ
り
も
１
、
雪
、
夜
よ
り
い
と
高
う

降
り
て
１
、

（
※
一
）�《
絵
詞
》
後
の
錯
簡
孤
立
文
中
の
一
六
頁
九
行
目
「
ま
か
な
ひ
に
も
渡

ら
せ
た
ま
へ
り
き
。」
一
例
、
一
七
六
頁
七
行
目
「
か
か
る
ほ
ど
に
」

（「
底
本
で
は
一
丁
表
一
行
目
の
は
じ
め
に
あ
た
る
。」・
一
七
六
頁
頭

注
よ
り
引
用
。）
一
例
は
含
め
ず
。
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（
※
二
）�《
絵
詞
》
で
巻
が
終
わ
る
た
め
、
次
巻
「
蔵
開
上
」
の
冒
頭
の
「
藤
中

納
言
は
」
一
例
は
含
め
ず
。

（
※
三
）�《
絵
詞
》
で
巻
が
終
わ
る
た
め
、
次
巻
「
国
譲
中
」
の
冒
頭
の
「
か
う

て
」
一
例
は
含
め
ず
。

（
※
四
）�《
絵
詞
》
で
巻
が
終
わ
る
た
め
、
次
巻
「
楼
の
上
上
」
の
冒
頭
の
「
三

条
右
大
臣
殿
の
」
一
例
は
含
め
ず
。

　

右
は
（
表
8
）
中
の
「
絵
詞
の
数
」
が
各
巻
中
の
《
絵
詞
》
の
数
を
、

「《
絵
詞
》
直
後
の
物
語
本
文
」
の
後
の
数
が
、
そ
の
よ
う
に
始
ま
っ
て

い
る
本
文
の
数
を
表
す
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
中
の

《
絵
詞
》
は
１
３
１
あ
り
、
そ
の
う
ち
、《
絵
詞
》
直
後
の
物
語
本
文
が

「
カ
ク
テ
」（「
カ
ウ
テ
」
含
む
。
以
下
同
。）
で
始
ま
る
文
は
90
、「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
始
ま
る
文
は
7
あ
り
、
合
計
97
と
な
る（

（2
（

。
約
74
・

0
％
の
《
絵
詞
》
直
後
の
本
文
が
「
カ
ク
テ
」
ま
た
は
「
カ
カ
ル
ホ
ド

ニ
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
論
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き

た
「
カ
ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
そ
の
前
部
に
あ
る
物
語
中
の
存

在
事
態
や
話
の
内
容
を
直
接
的
、
具
体
的
に
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
考
え
に
よ
れ
ば
、《
絵
詞
》
の
直
後
の
物
語
の
本
文
が
「
カ
ク
テ
」、

「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
本
文
が
《
絵
詞
》

と
直
接
的
に
関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

前
述
の
、《
絵
詞
》
に
つ
い
て
の
二
つ
の
見
方
に
つ
い
て
、《
絵
詞
》
直

後
の
物
語
本
文
の
始
ま
り
に
置
か
れ
た
「
カ
ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

と
い
う
接
続
語
か
ら
考
え
て
み
る
と
、《
絵
詞
》
と
《
絵
詞
》
直
後
の

物
語
本
文
に
接
続
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、《
絵
詞
》
は
一
つ

の
物
語
本
文
と
見
な
し
て
よ
い
部
分
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
内
容
が
絵
の
説
明
で
あ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
を
絵
の
説
明
書
き
と
す
る
考
え
方

も
有
効
な
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
こ
れ
は
、
物
語
の
本
文
、
絵
、《
絵
詞
》

全
て
を
指
し
て
「
物
語
」
で
あ
る
と
し
、『
う
つ
ほ
物
語
』
が
言
語
と

絵
画
に
よ
っ
て
成
る
一
つ
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
で
融
和
的
に

理
解
し
て
良
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、《
絵
詞
》
に
つ
い
て
は
、
誰
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
る
か
、
ま
た
い
つ
成
立
し
た
も
の
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
、
確

定
的
な
説
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い（

（2
（

。
し
か
し
、「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ

ル
ホ
ド
ニ
」
に
注
目
す
る
と
、《
絵
詞
》
と
そ
の
後
の
物
語
本
文
と
の

接
続
関
係
が
認
め
ら
れ
、《
絵
詞
》
の
詞
文
と
物
語
本
文
を
連
続
的
な

も
の
と
す
る
見
方
が
肯
首
さ
れ
る
可
能
性
も
開
け
て
く
る
か
と
思
わ
れ

る
。

　

以
上
三
．
四
．
二
．
～
三
．
四
．
四
．
の
項
で
述
べ
た
、《
日
付
》

と
共
起
す
る
、
ま
た
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
各
巻
の
冒
頭
の
文
や
《
絵
詞
》

の
文
に
見
ら
れ
る
「
カ
ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
接
続
語
と
し

て
の
機
能
は
、
三
．
四
．
一
．
の
項
の
末
で
述
べ
た
、「
カ
ク
テ
」
や
「
カ

カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
よ
っ
て
こ
そ
可
能
で
あ
る
具
体
的
、
直
接
的
な
指
示

が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
次
項
で

「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
意
味
、
用
法
の
差
異
を
示
し
た
い
。
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三
．
四
．
五
．�「
カ
ク
テ
」と「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」の
意
味
・

用
法

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」

は
共
に
時
間
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
カ
ク

（
カ
カ
）」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
前
部
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
事
態
、
内
容
を
実
際
的
、
具
体
的
に
指
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
両
語

の
意
味
、
用
法
の
差
異
は
、「
テ
」
と
「
ホ
ド
ニ
」
の
差
異
と
考
え
て

良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
三
．
四
．
一
．
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、「
テ
」

は
時
間
の
継
起
性
を
表
し
、「
ホ
ド
ニ
」
は
時
間
の
経
過
性
、
推
移
性

を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
時
間
と
の
か
か
わ
り
方
が
両
語
は
異
な

り
、「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
差
異
は
時
間
の
変
化
を
何

に
注
目
し
て
表
し
て
い
る
か
の
差
異
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
語
が

共
に
時
間
の
流
れ
に
沿
う
形
で
物
語
の
文
脈
を
展
開
さ
せ
る
の
に
適
し

た
接
続
語
で
あ
り
、
中
古
和
文
物
語
作
品
中
で
多
用
さ
れ
る
の
も
こ
の

点
に
因
る
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
カ
ク
テ
」
は
「
カ

ク
テ
」
の
前
部
に
表
さ
れ
て
い
る
事
態
、
内
容
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を

ま
と
め
て
総
括
的
に
「
カ
ク
テ
」
の
後
部
に
関
係
付
け
る
形
の
接
続
を

行
い
、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
前
部
に
表
さ
れ

て
い
る
事
態
、
内
容
を
指
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
流
れ
る
時
間
の
中
に

配
し
て
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
後
部
に
関
係
付
け
る
形
の
接
続
を
行
う

と
い
う
接
続
の
型
の
差
異
が
あ
り
、
そ
の
差
異
は
、
両
語
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
要
素
で
あ
る
「
テ
」
と
「
ホ
ド
ニ
」
の
意
味
と
機
能
に
求
め
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

故
に
、「
カ
ク
テ
」
は

（
15
）
伊
勢
の
君
、「
遊
び
の
者
ど
も
は
、
え
や
見
た
ば
ざ
ら
む
。
末
に

和
歌
を
詠
ま
む
や
は
」
な
ど
の
た
ま
ふ
。
か
く
て
、
そ
の
夜
に
な
り
ぬ
。

（『
う
つ
ほ
物
語
』
菊
の
宴
、
二
八
頁
）

（
16
）
男
皇
子
た
ち
も
、
さ
ま
ざ
ま
に
い
か
め
し
う
し
た
ま
へ
り
。
攤

打
ち
、
物
か
づ
き
な
ど
し
た
ま
ふ
。
か
く
て
、
六
日
に
な
り
ぬ
。（『
う

つ
ほ
物
語
』
蔵
開　

上
、
三
四
九
頁
）

な
ど
と
時
間
の
流
れ
の
中
で
継
起
的
に
生
じ
た
事
態
や
出
来
事
を
表
す

の
に
用
い
ら
れ
、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は

（
17
）「
乳
を
飲
ま
ず
は
、
い
か
が
せ
む
」
と
い
へ
ば
、「
い
な
、
今
は

な
飲
ま
せ
た
ま
ひ
そ
」
と
て
、
飲
ま
ず
な
り
ぬ
。
か
か
る
ほ
ど
に
、
こ

の
子
は
、
す
く
す
く
と
弾
き
伸
ぶ
る
も
の
の
や
う
に
大
き
に
な
り
ぬ
。

（『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
、
七
一
頁
）

の
よ
う
に
一
語
で
数
年
の
経
過
を
表
し
た
り
、

（
18
）
か
く
大
い
な
る
わ
ざ
を
し
て
待
ち
わ
た
り
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
忠

こ
そ
を
恋
ひ
死
に
に
隠
れ
た
ま
ひ
ぬ
。
か
か
る
ほ
ど
に
、
年
月
過
ぎ
て
、

そ
の
時
の
帝
も
下
り
居
た
ま
ひ
、
東
宮
国
し
り
た
ま
ひ
て
、
年
ご
ろ
世

の
中
平
ら
か
に
、
国
栄
え
て
あ
り
。（『
う
つ
ほ
物
語
』
春
日
詣
、
二
五

七
頁
）

（
19
）
東
宮
、【
歌
―
省
略
】
と
の
た
ま
ふ
。
あ
て
宮
、
寝
た
ま
へ
る
や

う
に
て
、
も
の
も
聞
こ
え
た
ま
は
ず
。
か
か
る
ほ
ど
に
、
妊
じ
た
ま
ひ

ぬ
。（『
う
つ
ほ
物
語
』
あ
て
宮
、
一
二
九
頁
）
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な
ど
の
よ
う
に
、
時
の
経
過
、
推
移
の
中
に
事
態
や
出
来
事
を
配
す
る

形
で
表
し
て
い
く
の
に
用
い
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
時
間
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
物
語
を
表
し
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
、
野
口
元
大
（
一
九
五
八
）
は
、「『
う
つ
ほ
物
語
』
は
、
物

語
の
世
界
を
如
何
に
し
て
現
実
化
す
る
か
と
い
う
課
題
に
、
こ
の
日
記

的
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

作
者
は
、
自
分
の
作
品
が
人
生
に
お
け
る
事
実
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を

傳
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
そ
の
物

語
を
日
記
体
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
。
事
実
の
細
々
と
し
た
説
明
、
人

人
の
一
挙
一
動
を
も
逐
一
丹
念
に
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
真

実
性
が
補
證
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。」（
五
七
頁
）と
述
べ
る
。「
カ

ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
物
語
の
「
真
実
性
」
を
支
え
る
た
め

に
、
時
間
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
物
語
を
表
す
た
め
に
有
効
な
接
続
語

で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
．
ま
と
め

　

本
論
で
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
、
中
古
和
文
物
語

作
品
に
お
け
る
使
用
を
調
査
し
、
そ
の
意
味
、
用
法
に
注
目
し
て
そ
の

差
異
を
明
ら
か
に
し
た
。

・「
カ
ク
テ
」
は
従
来
そ
の
意
味
、
用
法
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
先
行

研
究
で
は
歌
物
語
に
お
け
る
歌
と
の
位
置
関
係
（
糸
井
）
や
物
語
内
容

の
区
画
の
提
示
（
西
田
）
な
ど
の
観
点
か
ら
の
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
れ
を
検
証
し
て
、
そ
れ
ら
の
観
点
か
ら
の
説
明
に
再
考
の
余
地

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

・「
カ
ク
テ
」と「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」の
構
成
要
素
で
あ
る
指
示
副
詞「
カ

ク
（
カ
カ
）」
の
意
味
、
機
能
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
、「
テ
」、「
ホ
ド

ニ
」
の
意
味
、
機
能
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
両
語
の
意
味
、
用
法
の
差

異
は
表
せ
る
こ
と
を
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①
中
古
期
の
「
カ
ク
テ
」
や
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
、
話
の
場
や
そ
の

前
文
脈
に
「
カ
ク
（
カ
カ
）」
で
指
示
さ
れ
る
内
容
が
存
在
し
て
い
る

と
い
う
意
味
で
、
指
示
の
し
か
た
が
実
際
的
、
具
体
的
な
の
で
あ
り
、

具
体
的
な
物
語
の
話
の
中
の
存
在
事
態
や
実
際
に
表
さ
れ
て
い
る
物
語

の
話
の
内
容
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
指
示
す
る
の
に
適
し
た
接
続
語
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
さ
ら
に
助
詞
「
テ
」
は
「
文
脈
に
対
応
す
る
現
実
の
脈
絡
に
依
存
」

す
る
形
で
事
態
や
出
来
事
を
継
起
的
に
表
す
。
ま
た
、「
ホ
ド
ニ
」
は

時
の
経
過
に
つ
れ
て
徐
々
に
変
化
を
す
る
事
態
や
出
来
事
に
つ
い
て
、

そ
の
変
化
を
経
過
的
、
推
移
的
に
表
す
。「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ

ド
ニ
」
の
意
味
、
用
法
の
差
異
は
、
こ
の
「
テ
」
と
「
ホ
ド
ニ
」
の
差

異
で
あ
り
、
両
語
は
物
語
の
話
と
時
間
の
情
報
と
の
か
か
わ
ら
せ
方
が

異
な
る
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
接
続
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
カ

ク
テ
」
は
「
カ
ク
テ
」
の
前
部
に
表
さ
れ
て
い
る
事
態
、
内
容
を
直
接

的
に
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
総
括
的
に
「
カ
ク
テ
」
の
後
部
に

関
係
付
け
る
形
の
接
続
を
行
い
、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
は
「
カ
カ
ル
ホ

ド
ニ
」
の
前
部
に
表
さ
れ
て
い
る
事
態
、
内
容
を
直
接
的
に
指
し
な
が
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ら
、
そ
れ
ら
を
流
れ
る
時
間
の
中
に
配
し
て
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
後

部
に
関
係
付
け
る
形
の
接
続
を
行
う
。

・
さ
ら
に
、
両
語
は
時
間
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
物
語
を
表
し
て
い
く

機
能
を
持
っ
た
接
続
語
で
あ
る
こ
と
が
、
中
古
和
文
物
語
作
品
中
で
の

両
語
の
多
用
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
物
語
の
中
の
《
日
付
》、《
各
巻
の

冒
頭
》、《
絵
詞
》
の
詞
文
な
ど
に
注
目
し
た
際
の
、
そ
れ
ら
の
箇
所
で

の
使
用
に
具
体
的
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
示
し
た
。

（
注
）

（
１
）「
文
の
成
分
の
一
つ
。
語
と
語
、
句
と
句
、
文
と
文
と
を
結
び
合
わ
す
働

き
を
有
す
る
成
分
。」（『
日
本
文
法
大
辞
典
』
松
村
明
編
、
三
八
三
頁
。
渡

辺
実
執
筆
担
当
に
よ
る
。）
を
、
こ
こ
で
の
「
接
続
語
」
の
定
義
と
す
る
。

ま
た
、
本
論
で
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
を
共
に
「
接
続
語
」

と
し
て
考
え
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）「
作
品
の
展
開
を
受
け
と
め
る
「
か
く
て
」
や
「
か
ゝ
る
程
に
」
な
ど
も

ま
た
、
当
然
な
が
ら
一
記
事
を
時
間
の
動
的
な
流
れ
の
上
に
置
く
の
だ
が
、」

（
渡
瀬
（
一
九
八
一
）
一
九
頁
）
や
、「
和
文
に
お
い
て
は
「
さ
」
系
と
「
か
」

系
が
中
心
で
あ
り
」（
高
橋
（
一
九
八
五
・
一
三
頁
）
の
よ
う
に
ま
と
め
て

扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）「
会
話
や
心
理
描
写
を
中
心
と
す
る
精
緻
な
叙
述
を
、
よ
り
説
明
的
・
概

括
的
な
叙
述
へ
と
、（
渡
瀬
・
一
七
頁
）
変
換
す
る
こ
と
を
、「
叙
述
の
質
を

変
換
す
る
」（
渡
瀬
・
同
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
以
下
、
糸
井
（
一
九
八
七
）
を
「
糸
井
（
同
）」、
西
田
（
一
九
九
九
）

を
「
西
田
（
同
１
）」、
西
田
（
二
〇
一
〇
）
を
「
西
田
（
同
２
）」
と
す
る
。

（
５
）
本
論
で
は
「
カ
ク
テ
」
と
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
に
つ
い
て
を
考
察
対
象

と
し
、
こ
れ
ら
に
係
助
詞
や
副
助
詞
が
付
い
た
「
カ
ク
テ
モ
」、「
カ
ク
テ
コ

ソ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
モ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
コ
ソ
」
な
ど
の
形
式
は
考
察

対
象
と
し
て
含
め
な
い
。
ま
た
、
本
論
で
は
以
降
、「
カ
ク
テ
」・「
カ
ウ
テ
」、

「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
と
表
記
を
統
一
す
る
。

（
６
）
国
立
国
語
研
究
所
（
２
０
１
８
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』https://
chunagon.ninjal.ac.jp/

を
指
す
。

（
７
）
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
Ｌ
ｉ
ｂ
（
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
ン
ス
提
供
）

http://japanknow
ledge.com

/

を
指
す
。

（
８
）
本
論
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
『
伊

勢
物
語
』
の
底
本
は
学
習
院
大
学
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
伝
定
家
筆
『
伊
勢
物
語
』

で
あ
る
が
、「
底
本
に
な
く
他
系
統
書
本
に
あ
る
章
段
に
つ
い
て
は
、
底
本

の
百
二
五
段
の
後
に
異
一
、
異
二
、…
…
等
と
し
て
掲
げ
た
。」（
一
〇
九
頁
・

凡
例
）
と
あ
り
、
そ
の
異
文
中
の
用
例
（「
カ
ク
テ
」
１
例
）
は
こ
こ
で
は

含
め
て
い
な
い
。

（
９
）
こ
れ
は
つ
ま
り
、
中
古
期
に
は
「
カ
ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
の
よ

う
な
指
示
詞
由
来
の
接
続
語
は
、
指
示
詞
部
分
が
実
質
的
な
指
示
内
容
を
も

つ
、
い
ま
だ
副
詞
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
機
能
語
で
あ
る
接
続
詞
と
し
て

見
る
の
は
尚
早
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）「
直
示
用
法
…
今
、
現
場
で
目
に
見
え
る
、
直
接
知
覚
・
感
覚
で
き
る
対

象
が
あ
る
も
の
。
照
応
用
法
…
先
行
す
る
言
語
テ
キ
ス
ト
内
に
当
該
の
指
示

表
現
と
指
示
対
象
を
共
有
す
る
先
行
詞
が
あ
る
も
の
。」（
岡
﨑
（
二
〇
〇
二
）、

二
頁
）
よ
り
抜
粋
。

（
11
）
な
お
、
金
水
（
一
九
九
九
）
は
上
代
の
コ
系
列
の
照
応
用
法
は
、
直
示

用
法
と
近
い
こ
と
を
述
べ
る
。（「
コ
系
列
と
ア
系
列
は
、
直
示
用
法
が
原
型

的
な
用
法
で
あ
り
、
文
脈
照
応
用
法
と
見
ら
れ
る
も
の
で
も
、
直
示
的
な
性

質
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
」（
八
七
頁
））。
コ
系
列
に
は
「
カ
ク
」
の
形
態
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を
も
つ
「
カ
ク
テ
」
も
含
ま
れ
る
が
、
上
代
か
ら
中
古
初
期
は
、
話
の
場
そ

の
も
の
に
存
在
す
る
モ
ノ
や
コ
ト
に
つ
い
て
こ
と
ば
で
表
し
（
直
示
）、
そ

の
こ
と
ば
を
指
示
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
言
語
で
表
す
（
照
応
）
用
法
、
つ
ま

り
直
示
用
法
と
照
応
用
法
が
対
立
的
な
用
法
と
し
て
確
立
す
る
以
前
の
段
階

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）
西
田
（
同
２
）
で
挙
げ
て
い
る
例
の
う
ち
、
本
論
で
も
考
察
対
象
と
す

る
例
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
西
田
（
同
１
）
で
挙
げ
て
い
る
例

に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
西
田
（
同
１
）
の
例
を
も
っ
て
、
以
下

考
察
す
る
。

（
13
）
本
論
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
『
源

氏
物
語
』
①
「
紅
葉
賀
」、
三
四
七
頁
の
同
本
文
部
分
の
頭
注
（
頭
注
番
号

一
九
）
に
は
、「
藤
壺
の
立
后
。
重
大
な
公
事
な
の
で
「
め
り
し
」
と
婉
曲

に
叙
す
る
。」
と
あ
る
。

（
14
）「
カ
ク
テ
」
の
後
に
公
的
な
行
事
な
ど
の
内
容
が
続
く
場
合
が
多
い
こ
と

は
、
渡
瀬
（
一
九
八
一
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。「（
論
者
注
：『
源
氏
物
語
』

の
「
カ
ク
テ
」
の
例
を
数
例
挙
げ
た
後
で
）
勿
論
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
か

く
て
」
は
文
章
や
記
事
を
結
び
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
記
事
の
内
容

に
い
さ
さ
か
の
偏
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
於
い
て
、
そ
の
記
事

の
内
容
は
袴
着
や
立
后
、
婚
姻
、
賀
宴
、
行
幸
な
ど
、
公
的
な
行
事
と
し
て

の
性
格
の
強
い
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。」（
一
六
頁
）
同
じ
く
こ
れ
も
再
考
を

要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）
塚
原
（
一
九
五
八
）、
八
七
頁
、
奥
村
（
一
九
六
七
）、
八
七
頁
、
吉
田
（
一

九
七
〇
）、
六
七
頁
に
よ
る
。

（
16
）「
上
古
の
万
葉
集
か
ら
平
安
朝
の
仮
名
文
に
連
な
る
線
は
、
日
常
語
に
近

い
、
い
わ
ば
口
語
的
な
系
統
で
あ
つ
て
、
こ
こ
で
は
「
て
」
が
優
勢
、
宣
命

か
ら
漢
文
訓
読
文
に
続
く
系
統
は
、
日
常
語
か
ら
や
や
離
れ
た
、
文
語
的
な

特
色
を
持
ち
、
こ
こ
で
は
「
し
て
」
が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。」（
此
島
（
一
九
五
八
）、
三
一
八
頁
）

（
17
）「
活
用
語
の
連
体
形
に
接
続
し
、「（
Ａ
）に（
Ｂ
）」の
形
式
に
お
い
て
、（
Ａ
）

と
（
Ｂ
）
と
の
分
離
を
認
め
な
が
ら
も
、
連
続
的
な
統
一
を
な
す
機
能
を
持

つ
。」（
塚
原
（
一
九
五
八
）、
八
九
頁
）、「
も
と
も
と
、
格
助
詞
か
ら
の
転

成
で
あ
る
故
、
は
じ
め
は
、
時
・
場
所
等
を
単
純
に
示
す
用
法
が
多
か
っ
た

が
、
次
第
に
は
っ
き
り
し
た
因
果
関
係
の
表
現
に
移
っ
て
行
っ
た
。
因
果
関

係
の
表
現
は
、
奈
良
時
代
に
も
、
或
る
程
度
存
す
る
が
、
平
安
朝
に
比
す
れ

ば
少
い
。」（
奥
村
（
一
九
六
七
）、
八
五
頁
）

（
18
）「
か
く
て
、
六
月
六
日
、
子
生
ま
る
べ
く
な
り
ぬ
。」（『
う
つ
ほ
物
語
』

俊
蔭
、
六
七
頁
）、「
か
く
て
、
七
月
つ
い
た
ち
、
う
ち
の
帝
、
仁
寿
殿
の
、

大
将
の
御
息
所
の
御
局
に
渡
り
た
ま
ひ
て
、『
な
ど
か
、（
略
）
あ
な
い
と
ほ

し
』。」（『
う
つ
ほ
物
語
』
内
侍
の
か
み
、
一
五
九
頁
）「
か
く
て
、
九
日
の

夜
は
、
大
殿
、
内
裏
の
大
饗
の
御
前
の
も
の
し
た
ま
ふ
。」（『
う
つ
ほ
物
語
』

国
譲
中
、
一
五
六
頁
）
な
ど
の
、《
日
付
》
と
共
起
し
た
「
カ
ク
テ
」
の
例

を
指
す
。

（
19
）（
表
一
）
の
「
カ
ク
テ
」【
Ⅲ
型
】
と
【
Ⅳ
型
】
の
地
の
文
の
例
（
四
〇

〇
例
＋
五
三
例
）
マ
イ
ナ
ス
（
表
三
）
の
※
５
の
「
カ
ウ
テ
」【
Ⅲ
型
】
と
【
Ⅳ

型
】
の
例
（
七
例
＋
三
例
）
＝
四
五
三
例
マ
イ
ナ
ス
一
〇
例
＝
四
四
三
例
。

（
20
）（
表
二
）
の
「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」【
Ⅲ
型
】
と
【
Ⅳ
型
】
の
地
の
文
の
例

（
九
四
例
＋
一
例
）
＝
九
五
例
。

（
21
）
鈴
木
（
一
九
八
七
）、
二
六
頁
。

（
22
）
物
語
の
構
造
上
、「
沖
つ
白
波
」
以
外
は
全
て
物
語
中
の
話
（
エ
ピ
ソ
ー

ド
）
の
開
始
部
に
あ
た
る
。
ま
た
、「
内
侍
の
か
み
」
と
「
沖
つ
白
波
」
は

年
立
（
こ
の
論
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

の
『
う
つ
ほ
物
語
』
②
の
六
三
一
～
六
三
八
頁
）
で
確
認
す
る
と
、
他
の
巻
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と
は
独
立
的
な
巻
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
カ
ク
テ
」、「
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
」
で

始
ま
る
冒
頭
文
を
持
た
な
い
こ
れ
ら
の
巻
は
物
語
中
で
、
物
語
の
話
の
内
容

や
物
語
中
の
時
間
が
、
他
の
巻
と
は
連
続
的
な
関
係
に
な
い
巻
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

（
23
）「
現
存
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
本
文
に
は
、
写
本
、
版
本
を
問
わ
ず
、「
絵

詞
」
あ
る
い
は
「
絵
解
」
と
呼
ば
れ
る
、
物
語
本
文
と
は
異
質
な
詞
文
が
存

在
す
る
。
古
代
の
物
語
文
学
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
本
文
の
形
態
を
持
つ
作

品
は
他
に
例
を
見
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
早

く
か
ら
解
明
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
い
ち
お
う
の
成
果
と
し
て
、

そ
れ
ら
は
も
と
画
面
の
中
に
書
き
こ
ま
れ
た
説
明
書
き
で
、「
絵
解
」
あ
る

い
は
「
絵
注
」
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。」（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

う
つ
ほ
物
語
③
、
解
説
』（
中
野
幸
一

著
、
六
五
五
頁
）「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
物
語
本
文
の
間
に
混
在
す
る
「
絵
解
」

あ
る
い
は
「
絵
詞
」
と
さ
れ
て
い
る
本
文
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、

実
態
に
合
わ
ず
、
ま
だ
解
明
に
至
っ
て
い
な
い
。」（
阿
倍
（
二
〇
〇
九
）、

五
九
頁
）

（
24
）《
絵
詞
》
直
後
の
物
語
本
文
が
「
カ
ク
テ
」
で
あ
る
例
の
数
に
は
「
か
く

て
、
ま
た
」
や
「
か
く
て
あ
り
経
る
ほ
ど
に
」
を
含
む
。
ま
た
、《
絵
詞
》

直
後
の
物
語
本
文
が
「
か
か
る
こ
と
を
」
で
あ
る
例
も
２
例
見
ら
れ
た
が
、

こ
の
形
式
は
本
論
で
の
考
察
対
象
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
例
の
数
は
含
め
て

考
え
な
い
。

（
25
）（
37
）
中
野
（
一
九
八
一
）
四
二
二
頁
。
ま
た
、
室
城
（
一
九
九
六
）
に

も
、「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
「
絵
詞
」
あ
る
い
は
「
絵
解
」
に
つ
い
て
は
、「
絵

詞
」
な
の
か
「
絵
解
」
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
物
語
本
文
と
同
一
作
者
な
の

か
別
作
者
な
の
か
、
物
語
本
文
と
同
一
時
期
の
成
立
な
の
か
後
期
の
補
入
な

の
か
、
あ
る
い
は
、
物
語
を
絵
画
化
す
る
た
め
の
指
示
・
注
文
な
の
か
絵
巻

な
ど
に
つ
い
て
い
た
詞
の
本
文
へ
の
混
入
な
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
問
題
に
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
説
の
一
致
を
見
な
い
。」（
四
二
九

頁
）
と
あ
る
。

（
参
考
文
献
）

●
参
考
文
献

安
倍
素
子
（
二
〇
〇
九
）『
う
つ
ほ
物
語
の
成
立
と
絵
解
の
研
究
』
風
間
書
房

池
上
禎
造
（
一
九
四
七
）「
中
古
文
と
接
續
詞
」『
國
語
・
國
文
』
第
15
巻
第
20

号
、
京
都
帝
國
大
學
國
文
学
会
、
一
―
九
九
頁

石
垣
謙
二
（
一
九
五
五
）『
助
詞
の
歴
史
的
研
究
』
岩
波
書
店

糸
井
通
浩
（
一
九
七
九
）「『
大
和
物
語
』
の
文
章
―
そ
の
「
な
り
け
り
」
表
現

と
歌
語
り
―
」『
愛
媛
国
文
研
究
』
第
29
号
、
愛
媛
国
語
国
文
学
会
、
一
〇

―
一
八
頁

糸
井
通
浩
（
一
九
八
七
）「
中
古
文
と
接
続
語
―
「
か
く
て
」「
さ
て
」
を
中
心

に
―
」『
日
本
語
学
』
第
６
巻
第
９
号
、
明
治
書
院
、
八
四
―
九
四
頁

糸
井
通
浩
（
一
九
九
九
）「
古
典
に
み
る
「
時
」
の
助
動
詞
と
相
互
承
接
―
『
枕

草
子
』
日
記
章
段
に
お
け
る
―
」『
国
語
と
国
文
学
』（
一
〇
三
二
号
）、
東

京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
―
一
一
頁

大
木
恵
美
子
（
一
九
七
六
）「
大
和
物
語
に
お
け
る
「
か
く
て
」
の
考
察
」『
二

松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
第
９
輯
』
二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会
、
一
―
一
四
頁

岡
﨑
友
子
（
二
〇
〇
二
）「
指
示
副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
―
サ
系
列
・

ソ
系
を
中
心
に
―
」『
国
語
学
』
第
53
巻
３
号
、
一
―
一
七
頁
）

岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
一
）「
指
示
詞
系
接
続
語
の
歴
史
的
変
化
―
中
古
の
「
カ

ク
テ
・
サ
テ
」
を
中
心
に
―
」『
日
本
語
文
法
の
歴
史
と
変
化
』
青
木
博
史
編
、

く
ろ
し
お
出
版
、
六
七
―
八
七
頁
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岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
三
）「
中
古
に
お
け
る
接
続
語
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て
」『
第

４
回
コ
ー
パ
ス
日
本
語
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
予
稿
集
』、
２
０
１
３
年
９
月
、

国
立
国
語
研
究
所
、
一
六
七
―
一
七
六
頁

神
野
藤
昭
夫
（
一
九
九
六
）「
六
国
史
と
歴
史
の
手
法
」『
岩
波
講
座
日
本
文
学

史
第
２
巻　

９
・
10
世
紀
の
文
学
』
久
保
田
淳
、
栗
坪
良
樹
、
野
山
嘉
正
、

日
野
龍
夫
、
藤
井
貞
和
編
、
岩
波
書
店

京
極
興
一
・
松
井
栄
一
（
一
九
七
三
）「
接
続
詞
の
変
遷
」　

鈴
木
一
彦
・
林
巨

樹　

編
『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
６　

接
続
詞
・
感
動
詞
』　

明
治
書
院
、

九
〇
―
一
三
六
頁

金
水
敏
・
田
窪
行
則
編
（
一
九
九
二
）『
日
本
語
研
究
資
料
１　

指
示
詞
』
ひ

つ
じ
書
房

金
水
敏
（
一
九
九
九
）「
日
本
語
の
指
示
詞
に
お
け
る
直
示
用
法
と
非
直
示
用

法
の
関
係
に
つ
い
て
」『
自
然
言
語
処
理
』
６
―４
、
言
語
処
理
学
会
、
六
七

―
九
一
頁

金
水
敏
（
二
〇
〇
〇
）「
指
示
詞
―
「
直
示
」
再
考
―
」
中
村
明
編
『
現
代
日

本
語
必
携
』『
別
冊
國
文
學
』
53
、
學
燈
社
、
一
六
〇
―
一
六
三
頁

此
島
正
年
（
一
九
五
八
）「
接
続
助
詞
「
て
」
と
「
し
て
」」『
國
學
院
雑
誌
』

第
59
巻
、
國
學
院
大
學
、
三
一
三
―
三
一
九
頁

佐
藤
喜
代
治
（
一
九
六
七
）「
古
典
解
釈
と
助
詞
」『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研

究
』
第
12
巻
２
号
（
臨
時
増
刊
号
）「
接
続
助
詞
」
の
項
（
塚
原
鉄
雄
執
筆
）

六
一
―
八
九
頁

鈴
木
一
彦
、
林
巨
樹
編
（
一
九
七
三
）『
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
９　

助
詞
』

明
治
書
院

鈴
木
日
出
男
（
一
九
八
七
）「
年
中
行
事
と
歳
時
意
識
」『
国
語
と
国
文
学
』（
七

六
〇
号
）　

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
四
―
三
五
頁

高
橋
尚
子
（
一
九
八
五
）「
中
古
接
続
詞
の
機
能
と
意
味
―
物
語
文
学
作
品
を

資
料
に
し
て
―
」『
愛
文
』
第
21
号
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
研

究
会
、
八
―
一
七
頁

玉
上
琢
彌
（
一
九
六
六
）『
源
氏
物
語
研
究　

源
氏
物
語
評
釈
別
巻
一
』
角
川

書
店

塚
原
鉄
雄
（
一
九
五
八
）「
接
続
助
詞
―
場
・
と
・
ど
も
・
と
も
・
と
て
・
つ

つ
・
で
・
を
・
に
・
が
―
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』（
二
六
三
号
）、
至
文
堂
、

七
三
―
八
九
頁

中
野
幸
一
（
一
九
七
三
）「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
叙
述
の
方
法
―
長
編
物
語
へ
の

試
み
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
19
、
四
五
―
六
二
頁

中
野
幸
一
（
一
九
八
一
）『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院

西
田
隆
政
（
一
九
九
九
）「
指
示
語
「
か
く
て
」
と
源
氏
物
語
の
段
落
構
成
」『
国

語
語
彙
史
の
研
究
』
18
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
、
和
泉
書
院
、
八
七
―
九
九

頁
西
田
隆
政
（
二
〇
一
〇
）「
源
氏
物
語
の
地
の
文
に
お
け
る
指
示
語
「
か
く
て
」

の
用
法
に
つ
い
て
―
「
転
換
」
の
用
法
の
問
題
を
中
心
に
―
」『
源
氏
物
語

の
展
望
』
第
八
輯　

森
一
郎
、
岩
佐
美
代
子
、
坂
本
共
展
編
、
三
弥
井
書
店
、

八
五
―
一
一
三
頁

野
口
元
大
（
一
九
五
八
）「
う
つ
ほ
物
語
の
構
造
」『
宇
津
保
物
語
新
論
』
宇
津

保
物
語
研
究
会
編

三
苫
浩
輔
（
一
九
七
四
）「
現
存
宇
津
保
物
語
の
文
体
と
作
者
―
「
か
く
て
」

類
語
句
を
中
心
に
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
４
、
國
學
院
大
学
、
三
七
―
四
八

頁
宮
谷
聡
美
（
二
〇
〇
四
）「『
伊
勢
物
語
』
と
い
う
「
歌
物
語
」
―
六
五
段
「
在

原
な
り
け
る
男
」
の
長
編
的
性
格
か
ら
―
」『
国
文
学
研
究
』
第
一
四
二
集
、

早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
一
一
―
一
九
頁

室
城
英
之
（
一
九
九
六
）『
中
古
文
学
研
究
叢
書
２　

う
つ
ほ
物
語
の
表
現
と
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中古和文物語作品における「カクテ」と「カカルホドニ」について（百瀬）

論
理
』
若
草
書
房

望
月
郁
子
（
一
九
六
九
）「
類
義
語
の
意
味
領
域
―
ホ
ド
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国

語
学
』
第
78
号
、
国
語
学
会
、
三
四
―
五
一
頁

本
宮
洋
幸
（
二
〇
〇
九
）「『
う
つ
ほ
物
語
』
の
語
り
と
時
間
」『
国
語
と
国
文
学
』

平
成
21
年
２
月
号
、（
一
〇
二
三
号
）、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
六
―

二
八
頁

森
一
郎
・
岩
佐
美
代
子
・
坂
本
共
展
（
二
〇
〇
七
）『
源
氏
物
語
の
展
望　

第

一
輯
』
三
弥
井
書
店

山
口
尭
二
（
一
九
八
〇
）『
古
代
接
続
法
の
研
究
』
明
治
書
院

吉
田
金
彦
（
一
九
七
〇
）「
接
続
助
詞　

て
（
と
て
）・
し
て
・
で
・
つ
つ
・
な

が
ら
・
や
〈
し
〉〈
て
も
〉」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
35
巻
第
13
号
、
至

文
堂
、
六
七
―
七
七
頁

渡
瀬
茂
（
一
九
八
一
）「『
栄
花
物
語
』
正
篇
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
時
間
―
「
か

く
て
」
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
58
巻
第
９
号
、
東

京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
二
―
二
三
頁

●
参
考
資
料

松
村
明
編
（
一
九
七
一
）『
日
本
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院
、

大
曾
根
章
介
、
檜
谷
昭
彦
、
堀
内
秀
晃
、
服
部
幸
雄
、
森
川
昭
、
久
保
田
淳
、

山
口
明
穂
、
三
木
紀
人
、
遠
藤
宏
（
一
九
九
八
）『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』

明
治
書
院

中
村
幸
彦
、
岡
見
政
雄
、
阪
倉
篤
義
編
（
一
九
九
九
）『
角
川
古
語
大
辞
典
』

角
川
書
店

●
用
例
採
集
資
料

・『
竹
取
物
語
』『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』『
平
中
物
語
』　

片
桐
洋
一　

福

井
貞
助　

高
橋
正
治　

清
水
好
子　

校
注
・
訳
（
一
九
九
四
）『
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
』
12
（
小
学
館
）

・『
土
佐
日
記
』『
蜻
蛉
日
記
』」　

菊
地
靖
彦　

木
村
正
中　

伊
牟
田
経
久　

校

注
・
訳
（
一
九
九
五
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
13
（
小
学
館
）

・『
落
窪
物
語
』『
堤
中
納
言
物
語
』　

三
谷
栄
一　

三
谷
邦
明　

稲
賀
敬
二　

校
注
・
訳
（
二
〇
〇
〇
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
17
（
小
学
館
）

・『
う
つ
ほ
物
語
』
中
野
幸
一　

校
注
・
訳
（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
二
）『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
』
14
～
16
（
小
学
館
）

・『
源
氏
物
語
』　

阿
部
秋
生　

秋
山
虔　

今
井
源
衛　

鈴
木
日
出
男　

校
注
・

訳
（
一
九
九
四
～
一
九
九
八
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
20
～
25
（
小

学
館
）

・
検
索
サ
イ
ト　

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
Ｌ
ｉ
ｂ　

http://japanknow
ledge.

com

・
国
立
国
語
研
究
所
（
２
０
１
８
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』https://

chunagon.ninjal.ac.jp/

　
（
最
終
ア
ク
セ
ス
日　

共
に
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
）

（
も
も
せ
・
み
の
り　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


